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我が國は特殊な阈體で & る。他の諸國と建阈の體制を異にする。國家成立の始原に遡るに、多くは人 
民*かあ 0 て然る後に»主がある。君主は人民の擁立し左4のか、然らざれば人民を征服して0ら共の位 
に卽いたものを例とする。我が阈は全くこれ 1!: 反し、 |1 室があつて然る後 !£: 人 « があ6、阈家は皇室の 
經營 1: ょつて成れるものである。我が阈蹬の芘礎の特に箪 |« な所以は此の點 (£; 在する。我が國が今日の 
如く次第に發展して來たのは、國粒の優秀なる ^ ょるものである。上に萬世ー系の天皇があ&、下に忠 
勇 義烈なる 阈 民が あつて、 世々 厥 美を なせる は 我 •か 阈 蹬の精華である。歷代天皇の御盛 3| と忠 13 ; 賢 «1 の 
事蹟とを說いて、愛國の至情を喚起し.此の |«|!| 蹬の极源及び發迮の經路を明か !1 するは，今日の文化の 
發達、民族の*榮の由來を知4、益々阈家の爲 !!: *瘁せんとするの志操 5: 養ふことは、我が阈民にとつ 
て 最 ％大切な 2. とである。 
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勅語の 精神 

類な き 我が 忠君 愛國の 一致 
我が ® b {承 族 制度と 思想… 
マッソン秘密結社の正龆… 



站 太 民族の 世界的 大 皤謀 と 我が WR 思想 ® 化- 



ン秘密 結社 



情 校に »れ ?: るれ /) 妻之を兹雄す 

米國に於て,ッソン秘密結社辽槊會の席上その首領のなせる演說の梗槪 .^ : 2 
a 由、 平等、 衣 愛の 高唱 ザ 



無神論 物 H 文明と 金力 錤 S : 



神秘的 蛇 松 
獨裁 钌 主 制 
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西 比利亞 の 經济問 題 典 井 忠恕 S 

世界の 日本 i:.a 八 




〇 勅語の 精神 

「敎 对に關する勅誑」は，もと敎宵社访に賜はれるものであるが*其0内客は、た 1: 敎宵社僉のみならず汎く我が國民の守 
るべき 迸 拙の 大綱を 示し 給へ る ものである。 この 「敎育 に關 する 勅 詻」 は茛に 我が W W 进锶の 大本で ある 0 

故に 我が 阈民道 德を論 ずる ^ は、 「敎宵 に關 する 勅語 」を 中心として 考へな ければ ならぬ。 依つ て 左に 共の 趣泞を 略述す。 

「朕惟 7 ニ我ヵ皇祖泉宗阈ヲ琛ムル3ト宏遠-ー德ヲ樹ッル3ト深蜞ナリ我ヵ珥民克ク忠-|克ク孝-1值兆心ヲ一ュシチ世々默 
ノ美 ヲ濟 セル ハ此レ 我 力： 1 M ノ精 華- 1 シテ敎 符 ノ 淵源 亦實 ー|此|1存ス.一 

我が阈體が他國に比類のない美點を有することを明かにし給ふたものと思はれる。この御辭を ^ も；牛祛に云へば、天帛陛 
下が 御身 親ら 「朕が 思 ふに* 我が 先祖 及び 代々 の 天 帛が、 ロ本阚をお開き遊ぱされたお志は誠に廣大なもので、千两年の後 
後まで 逮く お考へ 遊ばされ、 我が 阑を缒 つるに 大切な ものは 忠孝の ニつ に まさる ものな しと 思 召め さられて 、さては 忠と孝 
とのニつの德を、珥民の心の底にしかと留めさせ給ひたること、恰かも*樹を榷ぅるに-深く极を埋めて嗶く垴ふが如く、 
堅 岡に なされた ので あるから •我が 铒民はょく此の忠孝の道 |: 守り、日本 ^ 民皆心を|つにして世々$の美德をあらはし 
て來 たので ある。 これは 我が 阈枘の 最も 立派な 所以で •敎 W の 大本と する 所も鑷 竞此の 忠孝の 二つを 敎 ふるに ある 0 」と宜へ 
る ものである C 

抑 •忠孝の 大道は* 間 阆の 始めから、 千 洱 年の 後まで も 移り 變らぬ もので •これ あるが 故に W も 開け -世 も 治まり、 人々 
其の 所を 得て 今日に 至れる ものである 。天皇陛下が 勅語の 始めに 於て、 特に •忠孝の ニつ を訓 誠し 給 ひし 御 ^ & もこ、 にあ 
る こと >• 思 はれる。 




「两 15 民 父母 = 孝 二 兄弟 二 友-一夫 鲂相和シ朋友相：3シ恭憤己レヲ持シ薄觉衆ーー及ホシ氓ヲ修メ |!| ヲ55ヒ以テ符能ヲ袢發シ德 
器ヲ 成就 シ進テ 公益 ヲ廣 メ世務 ヲ開キ 常-一 阈送 -Nm シ阈 法*« ヒ 一 ^ 钱念アレハ葙勇公_|奉シ以テ：太壤無 55 ノ皇迅ヲ扶 » ス 
ヘシ 是 ノ如キ ハ獨リ 朕 カ忠 哀ナル铒民タルノミナラス父以テ爾祖先ノ沿風ヲ期彰スルニ足ラン」 

天皇陛下が 吾人 ロ 本 m 民の 守るべき 迸德の 大拥を 示し 拾へ る ものである。 父母に 孝行を 雄さなければ ならぬ" 兄 弗 姉妹は 
仲よくしなければならぬ。夫婦はよく和合して互に钗み愛するがよい。朋友は互に倌實を以て交ることが肝耍である。人は 
炫り高ぶら屮萬祺按目にして儉約を & とせよ。己れの身に緣近き人々を愛するのみならず、株逭き人を，£噯し、更に進んで 
は •贫耿 蟲魚に 至る まで 生 ある ものには、 情を かける がよ い。 無 取で 智 职が間けず、人の逍もわからないやぅでは、人と生 
れたかひもないから、幼少の時から學問を勵み、人として大切な德を守ること |: 忘れてはならぬ。一身の修まれる技は*進 
んで世の爲め人の爲めになる公益の机龙を爲して、闪家眈會を：缺-渔步發偎せしめることを心がけなければならぬ。兵役に 
服す る こと、 和税 を納 むる ことは-! ぶふまでもない。如何に坤.細な祺でも、法律で規定せられて居る取は*必ず遂 1? しては 
ならぬ。 また 國家の 唞變に 臨んだ 堤 合には を 抛っても 阈采 の爲め に盡 さなければ ならぬ と。 我等の 践み行 ふべき 进を 
細々 と敎へ 給へ る ものである。 

「斯ノ道ハ枉-|我ヵ皇祖泉宗ノ遺訓ニシテ子孫ほ尺ノ仉ニ遵守スへキ所之ヲ古今ニ通シテ霃ラス之ヲ中外ニ施シテ悖ラス朕 
爾 阕民ト供_1举々服脐シテ成其徳ヲ1-ーセンコトヲ庞饯フ」 

前述の 道が 今 口 偶然に 生じた もので なく •歷代 の天蛊 の 遺し 給へ る訓 誠であるといふことを明かにし*此の訓誡は，時の 
古今を問はず、洋の內外を通じて行はれる天下の大道なることを仰せられたのである。而して、天杂陛下には御身籾ら拐 « 
と共に 此 Q t 讚を 服 S んこ 荔右 Q で—。 謂な SJt が 文字 Q 上に？ 出て 居る。 



〇 類な き 我が 忠君 愛國の 一致 

忠君 愛國 Q 1 致は •我が E ■德 Q 特色と も稱 すべき も Q で ある。 我が H に 於て は •忠 対と 霱 とが 常に 相® 合して 雄し 
ない。 君に 忠 なれば やが S 土 1 する n isss 、 S ち泛對 して 忠 f なる。 我が 涅もと iQ 
御經脊 によつ て 成れる もので あつて* 諸 外國の 如く* 多くの 人民が 槊つて •其の 中から 統治 奔を迸 舉した もので ない。 また 
g 力 ある 者が、 他§螽 ほし V *、 其の 領土を 奪； i 取り • £ E ら - ff 榧？ なつた も？ もない。 或る 家族が 己 Q | 族を 率ゐて 
他郸に 移住し， 荒 蕪の 地を 拓いて 新しい 國を樹 てた やうに-天祖が 自ら 此の 阈 土を 開いて* 國の 基を 定め 給へ る もので あつ 
て， 世々 Q 天皇 W 何れも 天祖 Qi をつ いで • 豈を 赤子 Q やうに i し、 SQ 爲に心 基し 給 ふた？ —。 我が 國が 
今日の 如く 盛大な 蜃 となつ た Q は、 崖 Qg 算が よろしき 基た から pf 。 故に 我が M に 於て は •蒙と 皇室との 存 
在が 別々 U 離れて 居ない QP あるから 忠君 愛® Q 相 一致す る 所以は こ する？ ある。 52外 中 y は •往 4 忠界と 愛 
國とが 術 突して、 R を 愛する 爲に 矜 主を 放 伐し、 或は 君主の 爲に 、阀家 の 休戚を 播牲に 供す るが 如き 例 も あつた 〇 か 1る» 
國と 我が W とを 比較 すれば* 其の 网がら の 相 逸する ことは 自ら 明かになる ので あらう。 

世界の 國 S 中 S •我が 如く、 主 ig 者 Q 雲に よつ て 起れ る！！ も t が、 永 5 年代を 管 間に* 或 a 外 級 §に 倭 
略を 受け 或は 内亂 の爲に統治者の交转となり.いつしか忠君と愛网とがー致しないやうになつたものが多い。我が网の如 
く •建 國以來 三千 餘 年の 間 •阜： 統が速 描と して？、 雲の 萌樣の f ぬ ものは 殆ど 全世界に 類例を 見ない ので ある。 かく 
の 如き 腌 史上から 考へて も、 我が 國家が 皋 室と 離れ 難い 關係を 冇 して 居る ことは 明かで ある 〇 我が 國の如 く、 泉 空を 屮、 レと 
して 永い 年代の 間描續 的に 癸展 して 來た H に 於て •始めて 忠界 4 E とが 一致す る ものであるから •忠 S 國 Q 一 致は* 世 
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界に 存在し ない 我が 圃民 道德の 特色の 一で あると 云 ふこと が 出来る • 

然らば如何なることをなせぱ君に忠となるか、また國を愛することとなるか。君主を諱敬し、其の命 |: 奉じて違はざるは 
直接の忠である。國家の歷史風土を «: 重し*國家の意志たる《湛《法をまもり*文化の發展をはかり、外»の僂害を防ぐは、 
直接の 愛國 である。 

され ど、 忠君 愛 固は •これの みで 十分とは 云 ひ 難い O E に 忠対愛 國の美德を完ぅする杧は、ょき»拔とならなければなら 
ない。 卽ち •日本に あつて は •ょき 日本人と ならなければ ならぬ 一 

ょき國民とは、總ての道德を其の身に體する者を云ふ。卽ち-人として践み行ふべき道德を蕺<あやまらず守る者にして、 
武 に 君に 忠なる 國民と 云 ひ、 K を 愛する 國民と も 云； 5 得る 。されば •忠 SS?§I 括す る も q で t と 云つ て 

ょぃ。 

〇我が 國の 家族制度と 思想 

家族制度とは「家」を單位とする社#組織を云ふのである。卽ち*1族の者が集つて「家」をなし-家の中に家長を技け、家 
長が 統率す る 所の 制度で ある。 

來洋に於て设も完全に{教族制度の形式の技れるは我が大日本帝國である。我が阈の家族制度は其の起胼が餌る逮く*古代 
に 此の 制度の 存在せ る 形跡が ある。 卽ち •古代に 於て 行 はれた 氏族制度の 如きは 一種の 家族制度と も認 むべき ものである。 

我が 固の 家族制度は •祖孫 相较の 精神を 中心とする ものであるから •それが 爲 に* 祖先と 子孫との 間に、 一 の 系統的 觀念 
を 生じ • la 子® QKf 5 •子孫 S 先 に 對 して 1 Q 情を 起し、 祖先 Q 意 し て f これが 震を はかる に 



至る。 租先崇 敬の 思想は 家族制度の 隨 伴す る ものである。 

家族制度 制 f 侗別產 制 度とに 分た る。 我が sq 轰 制度は？ 棄盟 で—. §裘 制度は 必ず 個別 
家族 ^ 度をも含むものであるが、個別家族制度は必ずしも棕合家族制度ではないのである0此の综合家族制度を ^ 家組雉の 
形式と して 見た 時には •これを 族 制 的國家 と 名 づける。 

我が國の社會組織は综合家族制度であるから*問時に ^ 別家族制度をも含んで居る<*個々の家に家長といふものがあっじ、 
其の家を支配するが如く、國家には其の領域内の家を總括して統ーする所の大家長がある0 011 ち萬世|系の天皇がそれであ 
る。 かく Q 如く、 我が 國2銮盟一 Q 大な衾 Q 形式を なし、 當り • M は 家族 H 當 つて 居る。 これが 我 
が 家族 泡 度の 一大 特色で ある。 かくの 如き 社 # 組織を なせる 阈は • 现 今の 地球上に、 我が 國 より 外には 其の 類例がない ので 
ある。 

西洋 諸 S 家族制度は 今 m で Si 全く 其の 跡を 絶つ てし まつた％、 古代に 於て 明か y 存在して， q た q で—。 中に も 口 丨マ 
の 家族制度は 最も 整頓した もので あつた。 古代 al マに 於て は 家長の 描 利が 頗る 强く 、家族は 家長に 對 して 全然 無力で あつ 
た 家族は 常に 奴隸 の 如く、 何琪 によらず、 蠢 から 絕對 的の 服従を 命ぜられる のみならず、 時として 生 殺の 權 さへ も 左右 
せられて 居た。 されば V マの 家庭は 服 從を敎 へる 學校 であると も稱 せられた，， ロ 1 TQ 子女が 家庭に あつて 笠 はれた g 從 
の 的值 は、 長 じて 國 法に 遒ふ 精神の 极抵 となつ た。 0 丨 マの i が 法治 國民 とし S も 必要な i の 精神は • I に 於け る 
服従の 裔 によつ i はれた ものと 云つ てよ い。 而 して、 nl マ QI が 近隣 Qi を 征服して 大帝 fi したのは •質 
素に して 勤勉な こと >,、 私情を 顧みず して 阈法に 遨ふ 精神の 强固な こと、 を 有力な 頃 因と する ものであるから、 ロー マ 帝 ^ 
の 發 M は 家族制度の 賜で あると 云 ふ も 過言で ない。 然るに 幾 くもなく a 1 マの 家族制度は 崩壊した 〇 共の 理由の 重なる もの 



を蜞ぐれぱ、第1に杜#の事愔が家旄制度の維抟を2:錐ならしめたことである。卽ち商エ業の發敁にっれて利己的奴念が强 
くな 0、交通のひらけ行くに從って、邡命に见る界が次笫に多くな0、以叫の如く{ -< 族的生活を铎むことが不可能になつた 
のによ る。 また % 時は 諸人 菰の移 励が 行 はれた 爲 に、 21 マ 人の 血液が 沢 亂して 家の 觀念を 瑰 M ならしめ たこと も 一の 理由 
である。筘ニには思想上の^链が家族制度の枳柢を破饮した。璆術や文藓の迆步と共に、0 |!| の思想を进んじ，個性を敢逛 
し外部の槻成を輕んやるの風を生じたので.家長の絕對的欉利を？|める尜族制度の精神は衰退せざるを抖ないのである。當 
時佝ほ此の思想上から家族制度に大打職を加へたものは菸竹敎で&る。浓孖敎は家族制度と全<相忟する ¥ 缂主義、個人主 
義を喵 へ •家族制度の 精神を 根柢から 破壊した。 

家族制度を失ったローマは，阈カが次第に衰へて、また昔31の而影もなく遂に北方に起れる日环经民族の侵略 5: 受けて、 
これに抵抗することを得ず*さしもに奇路の如く發拽した廣大な大帝阀も、ー朝にしてあと方なく瓦解してしまつた。：11 
マに 代っ た 日耳曼 民族は •文明の 程度が 甚だ 低く、 却っ て、 己れ の 征服した B 1 マの 感化を ぅけ • ！*1マの文明を傅へて， 
近 1«: 文明の端緒をひらいたが、遊牧民族の常として、定まれる故鄉もなく，祖先汔敬の靓念もなかったので，家族制度の精 
神け • a 1 マの 诚亡 と共に、 全く歐 洲の 天地から 消 祓し てし まった* 

今 || の世枞に於て餃も完全な家族制度の存するは我が阏のみなるが、近年に至って我が网の家族制度も次笫に破滅して行 
く 傾向を 示しつ i あるは 歎は しき 琪で ある。 

我が家 昨 制度 破 減の 特に 有力なる 理由と 見るべき ものは、 家族制度と 相反す る 社 # の 風潮で ある" 個人主義の 風潮 及び 社 
僉キ ：義の 風潮の 如き ものが それで ある。 個人主義の 風潮が 家族制度を 破 访 する ことは， 0 1 マの 家族制度が 共 督敎 に# せら 
れて 、遂に 跡 方 もな く 滅び 去れる ことによつてよ く證 明せられ る。 今や 個人主義は 我が 國の あらゆる 社 分を 風 g して 来た。 



卿 近に 於て、 我が g にか 如 < 個人裹 篇行 して 來た s . 情が 個人 _ Q 1 を 容 姑なら しめた こと、 及 西 
作文 明の 移 人と 共に* 個人主義の 思想が 入り 來れる ことにょ る ものである。 

社舍主 f 亦 近年 我が gK 裘； SS ? 示して， cs 。 M 人— が奈 Ki — ぅして，， 25 • こ れと全 < 相反す る 社 
僉主雜 の 起 0來れる個人ホ孩费及の汉劻である。社#主莪》勃興は，個人主«の軲«を訝るものである。個人主葙の鼓達と 
共に 個人と 個人と Sg に CSg 乎が 奈 にはげ しくな つた、 W 8 果 § 富 e 霖や社 含 Q 不平？ 生じ 來 つた。 か-る 時 
社命 主義は 不平等な 社 ^ の 中に 起る 反抗の 聲で ある。 

侗人主弈も社含主转も、共に.：水族制庹を破坊するものである。家族制度は闻惘本位の思想を某礎として成立つもので、個 
人主峩とは全く兆の根柢を ^ にしてゐるから、其の長所と矩所とが全く相反するものである0家族制度の長所は侗人主袭の 

S 所で 皆、 個人主義 の特§裘 主 劈 藍で—。 轰盟 爲 も すれば 庭の 描 力が 過大に 失して、 轰 q 人格を 認 
めない こと％ f 、 S 轰 55 依 S — じ、 獨音芝 ハ缺 g が—。, J れら Q 藍 1 T 仰人蠢 S 所を 
採つ て 規正し なければ な U れに 反し 社 富 sgf ぶ 位と する 曾 於て は、— 制 f 相？ く •裘 制度は 5 
の社會 主萃 t か Q 如く 兑 t %、 共 非 f 大— 相違が t 。 社 富 S 蔻 f CSQ 間 S 別 
を 設け K 盡く C れを 平等と 營るも QI るが、— 一度 JT 家長が 一家を 支？ る 制度 I る。 5 C 中 S 父 f あ 
り兄节 姉妹 も ある。 其の 間には 長幼の 序が あつて、 g 格な g 较的 爵を存 して ゐる 〇 また 社命 產は もと 社 分の 不平等を 
资 正す— に 起れ る も Q で— から* 社， $： ■が 私益 綮撤找 ，生 _s 公共 的霖 t 叫ぶ S •かく Q 如き 方法に ょ 
つて， 個人 §も鋈 な 生活を なし 得 t :: 姦 めて t からで t。 然るに •轰 、制度は M 孫 齧の 精神から 成れる もの 
で、 祖先 §f ついで これを 子孫に 傅へ •あくまでも 語と して Q1 ぅす tH 的と し. 共 Q 間に 少しも 利己的の 

七 
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思想を含んでゐない*これ家族制度と社 # 主義とを跖別すべき黏である* 

社會 主義が 團膪を 本位と する は、 家族制度の 本*: と 合する ものであるが， 其の 阱級の K 別を 認めない こと •個人の 利益 0 
S に 團® 生活の 必要を 叫ぶ こと 等は、 家族制度の 精神と 相反す る ものである。 故に •我が家 族 制度を 擁諫 する 爲には •これ 
等の 缺點に 感染せ しめない やぅに する ことが 肝要で ある。 

忠孝 一本， 祖先 崇敬 等の 如き 特色の ある 阈 K 道 德は 、我が 特介の 社命 組織た る 綜合 家族制度から 出て 尻る。 我が 國が今 ロ 
の 如く 發達 して 来たのは •云 ふまで もな く •我が 國民 道德の 優秀な ことに 取 21 して ゐ る。 而して •其の 優秀な 阈代进徳の肪 
胎する 所は •棕合 家族制度の 社 合 組織に よる ものであるから •{水 族 制度は 卽ち 我が 國宋の 基礎を 强间 ならしむ る ものである。 
從 って、 家族制度の . M 填は 阈家 衰诚の 兆候と 云って よい。 T マ 大帝® が 家族制度の 社# 組 « を 失って、 其の 宏大な 版阖を 
瓦解せ しめた ことは* 我が 阈民の 反 竹を 要する 股 鑑で ある。 

されば我々國民は阈運の進步發展を期し、カめて我が宋族制度を維持する方法を硏究する必要がある。古來の{永族制度を 
其の ま、 固守す るは、 時勢の 進步と 相容れない ものである。 何とな れば •古来の 凌 族 制度には •多くの 長所が あると 共に、 
又 短所 も尠 くない からで ある。 故に これが 長妞を 論じて 其の 改善を 計 K M の i に 勤めねば ならぬ。 

〇マッソン秘密結社の正體 

猶太 民族の 世界的 大隱 謀と 我 •か 阈民 M 想惡化 

我が 國民思 想の 惡化に っいては ，拽身の原因があるけれどもその主なるものは锵太人の陰謀より來るものである^茲に於 
て 吾人は 猶太 人が 何故に か i る 世界的^ S を企阖 する に 至 o しか， その 今日に 至る 腠史 •手段 方法 並に マッソン 秘密結社 



の席上に於てその酋領がなしたる溃說の厣稿中最も重耍なる1部を摘錄して大和民族たる我等は如何なる方法 |: 樹て1之等 
に 對應 すべき 哉大決 心を なすべき 參考资 料に 供 せんとす るので ある •先づ 何故に 辆太 民族が 斯くの 如き 世# 的大革 命の 陰 ^ 
を企阖 する に 至 o しかに 就て 述べて みやぅ。 

猶太の祖國は往昔亞細亞と歐羅巴と阿弗利加の中間に位し地屮海に而した所にー國家を成して讨たもので面 !5 は我が九州 
位の もので あつたが、 今ょり 凡そ ニ 千年 前に バビ n -I ァ阈王 ネブ力 •トネ ザルの 爲め に阈を 亡ぼされ •焫太 人は 四散して 亡 K 
の 悲哀を 感じつ i 流浪の民と なつた ので ある。 此の 流浪の民と なつた 锹太人 等は 如何にして 復讎すべき か 如何にして 大供太 
國を洱 建すべき かと 云 ふ 裏につ いて 考へた 結 梁、 『金の 力』 卽ち黄 金の 威力を 以て 凡ての 0 的を 達成す るょり 他に 方法がない 
と 云 ふ 事に 歸蒗 したので ある。 そこで 何れの 地に 移りし もの も 金を 貯へ るに 汲々 として、 金の 爲には 如何なる 乎 段も范 ばず • 
又 如何なる 迫害に も 屁 古 垂れな かつた ので ある。 故に 何れの 阈に 於ても 彼等は 嫌 はれて 仕舞には 逐ひ 出された 〇 時には 殺さ 
れる事 も あつた。 彼の n ロンプスの亞米利加發兑の如きは西班牙に移伐した狨太人が间阙の蜓制を受けた爲め他に住む可き 
地を 捜さん として 冇志を 葆 つて 出かけた 一行で ある。 斯の 如く 何れの 阀に 於ても 壓制を 受け 虐待され た爲 、彼等は 深く 怨 を 
抱き •他日 目的を 達成した 瞭は 他の 民族に 對し 復钃 しやぅ とい ふ觀念 が 愈々 •深刻に なつた ので ある 0 

撕來 彼等は 锊 々として 荧金鬼 集に 努力した、 その 結 犯 現在では 世界の 富の 七 割は 彼 雄の $に6められて居る0世界屈指 
の大甯 豪は 倚 猶太 人で ある。 米國の モルガン 、シッフ、 n ッ クフ エラ ー、 ゴ ッケン ハィム •力 ー ネギ 1* セル グマン 、アル 
トマ ン •英 固の ロス チヤ ィル ド* モ ー リス ヒルシュ- 怫國 の * モンド •フオ ー ルド 獨のス チン ネス ^ 皆然 り、 眾に常 豪 だけ 
ではない。 世 si と i 土の 大部分は 猶太 人で ある。 例へ ぱ 匈牙利では 辯 護 土の 九十 五 •ハ.. セント、® 師の 九十 パ丨セ 
ントは 猶太 人で ある" 獨逸 でも 醫師 は獨 逸人 一人に 對し稱 太 人 八 人の 割で あり、 響では 證士の 六 割は 猶太 人で ある •又 

九 



世界の 大政 治 家中に も涔 山ゐ る。 米國第 二世 大統領 アダムスの 如きは 純 猶太 人で ある。 其の 他备闽 の 政治家の 氏名の 如きは 
1々牧舉に遑がない。そして彼等は凡て猶太敎なるもの «: 信仰してゐる*その轾文の中に次の如きことが害いてある* 

一、 猶太 人は# の 撰 民で ある 他の 民族は 魂の ない ゴィ (脉) である。 

|、世界は辆太人に«すぺきものなり0此を占領するため、焫太人は如何なる«而を漦るも不可なし。 

一、 諸國の 王の 冠は 悉く狨 太 人の 前に 落さる" 

一、 諸 國の金 成は 凡て 猶太 人の 足 許に 集めら る。 

彼等はこの經文を金科玉條として闻く信じてゐる。そして世界が此の經文の敎へ通りになることを信じてそれに两つて驀 
進して fc るので ある。 

卽ち 王の 冠が 落される とい ふ 信念から 先づ帝 制 K 家の 破坊 に 萡 手した。 ® 初に 手を萧 けたの が 芘西亞 であつ た。 隨分 長年 
月を 货した が 茲に 彼等の 爲に露 帝 闞 は 破垅 された 。そして 8マノフ枭帝は轼せられ*茲に彼等のロ的は立派に逹成せられた 
ので ある。 彼の レ ーニンの如きは全く彼略の傀似となつて働いたのに過ぎない。次ぎに獨逸や填太利が»洲大戰で敗れて共 
に帝制を破垅せられたのは種々取因はあるだらぅけれども、その敁欺大原因は狨太人が內部から糾坎を策した努カが赛効し 
たことである。如ち例の 9 ッフエーが獨逸に滯留して大いに策勖したことなどは玷通すことの出來ない事である。 

次に彼等は英國と伊太利に手を箔けたが英國では彼等の陰謀を肴破せし爲その審手を态ま>*に揮ふととが出來ず、未だに 
その目的を達することを得ずしきりに苦班してゐる0又伊太利に於ては殆ど目的達成の坺迄進んだが快傑ムッソリ—,|の爲 
杧 九伹の 巧を 一 ® に 缺 かれた 取が ある。 

1方東洋に延ばした彼等の魔手は隣邦支琿を思ふ存分搛亂した*そして我日本に及んで來たのである。彼等は日本 |: 征舣 



する 爲に 次の 六ケ條 に 最も 力瘤を いれて ゐ る。 

一、 ロ 本 闽民を欺瞞し自由*平等を喁和せしめ、抶序ある铳ーを破填すること， 

ニ*附級關爭を誅起せしむるため穷働運勤を皴吹すること0 

三 •淫落 文褀 を皴吹 し M 家發展 の 基礎た る 節操 観念を 失は しめ 内部ょり 萌垅に 導く こと • 

四 •皇帝の 保護 及 愛阈心 の )% 養に 任ずる 軍隊を 肢止 する ことに 努力す る こと。 

五 •當路 の 大 官と禳 威 ある 言論！^ を 質 收 する こと。 

六政黨の軏嶸その他各秘の內訌を助長せしむるため不平分子を憤柔して^^の動搀を醞醸せしむること* 

右の方法にょりその目的を逮するため莫大なる贺金を送りダンス舞轱を沬行せしめて淫谘鉍分を妊にし其の他打方手段を 
盡 して ゐる 。兎に角 彼等は 經文の a 念と 役® の觀 念から 發 して ゐる ので、 その 熱心は 驚くべく その 熱烈と 執拗とは 想 敉 以上 
で—。 彼 S 洲大 g 四ヶ 年間 Q 稱牲 5九§ 人で ある が、 25 太 人が 1 た g 震した iKSU ニ 千 萬 人の 
多きに及んでゐる。更に革命ょり來ゎし饑蛾疫沾0爲にー千三 5 萬人を失ふてゐる〇このー例を考へても彼等が卩的遂行の 
爲には如何に手段と方法とも遝ばず，饺旗を極むる薛手を揮ふてゐるかを知るに足る0 

<3 マッソン 秘密結社 

猶太 人は 今ょり ニ 千年 前 バビ a -1 ァ國 王 ネブヵ ドネ ザル o a に 阈采を 亡ぼされてから 世界の 漂泊 民族と なつて 到る 邈 で壓 
制と 迫害と 廖待と を 蒙 りつつも枳强く轶念深く之等に對抗しつつ-浚に彼の有名なマッソン秘密結社 ^- 組織して世界各所に 
散在して刻苦、勉勵し財を蓄へ、富を作0相互の秘密の連輅を闶く守り*凡ゅる手段を耥じて世界的大 « _を企てこの陰謀 



遂行の 爲には 全力を 舉げ势 力して ゐ るので ある。 彼等の 卩的 0 眼目は前にも述べた如く世棵に於ける國家組较を破壞し迸く 
して 共和 思想を 注入し、 その 浞亂に 陷 るに 乘じて 黄金の 力を 以て 世界を 征服し 之を 支配して 以て 猶太 K 族の 天下たら しめん 
とする にある。 

ム情婦 に 溺れた るた め 妻 之を 竑露す 

彼等にはマッソン秘密結社の決議寄な*ものがある。この決讲畲は極秘で萬1之れを他に 7» した界は秘密の裡に仲間の奢 
から 殺されて 仕舞 ふと 云 ふこと である。 

期る 極秘の ものが 朧氣な がらに も 如何にして 世界に 知れた かと 云 ふに、 去る 大正 八 年頃 米國に 於け る マッソン 秘密結社の 
首領が 情婦に 溺れて 逛を 顧みなかった V め •其の 妻が 激怒の ^^右0秘密替類を盜んで佛阀に进げ、货時佛阑に滞在してゐ 
た 露阈 0大地主に費〇夫れを露阀で出版したが、この琳實を知つたマッソン社では莫大な金で之を « 牧して非狨太人の乎に 
渡さない 樣に つとめた ものである。 所が 多少 囘收 のつ かな かつた のが あつた 爲め 世# に 知られた ので ある* 

今闾吾人は計ら中も或る琪情の下にその一部を手に入れることが出來たので之を天下の甜君、憂阈の同志に發して共に硏 
究し 共に 対策を 講ずる 資料と する 次第であります。 

〇米國に於てマッソン秘密結社負集會の席上その首領 
のな せる 演說 の ® 槪 
ム 自由、 平等、 友愛の 高唱 



吾人が— • I •四— 11 民間§ つた easy 古代 QI 今 夫れ 以 ？ ftef く 1 
返へ し sf れ て—。 其 GBSa 此好 踅 とび f 之を® へて 去る と 同時 y . 世界 QS を 菜し W 正なる 佃 人 の 自由 
を S した。 所 1 sigc 才な人 als : i — で— 1 ら 3 。 S — 穿 f 關 和— a . 又自 
然泛 a 5 な < a -3 sf 得 Ytf や. alt — 能 q 不—が 自然 g 大法 則—— 知ら a - 
自由 平等 同人と . S ふ— K —が 之— § IKIi した。？ §1 H 吾人 sgscK 投じ 來 o 此旗— ぎ 
® つて—。 然 1 $©„1 所 hi 平 f l . g し •票 el ® して g 米 人® 幸 f I す— 
中 S ? —。 是れ S 又 e 勝利 t 助長し 15 * J - US 器 後 nif る、 で t ぅ。 播利 f も？ 刺 a して 
權利— sv しむ— め— 人 遠 妾 放と 5 衾— mf 楚 して S 4 力— 妾し めた • sis ふ 抽象的な® 
I 何者 tIK 與へ怎 •政府と い tsKIQI — 人 S 手代 Kf な 5. &ら 破れた 靴 G 如く f I 交代せ し 
める ことが W 來 fQf いふ 取| 與 へた •人民 s 代表者 000000 政府— 代し 得— い 含と が . If 
表 者を 左右す るの 機 # を 與ふる ものである。 

若し 人間に 自由 畜 へて 或る 年— 治を 許すならば 放 級 S れ—播 つて， 〇 る。 それから S が s " I 的擧も 
起る。 次 1 a 置して la 無 <な 今 自由 4 f : f ょ？ いろ 5 ろ S 利％— f れ — つて， 2 
と 法律と Q 力が 段* sf られ る。 吾人 a か 41 に 新權利 IW し 之 11 る。 斯 くして 彼等は c 由と 我® とに ょ 

りて S 描 tsK 明 装す， 差な t 童 — i 等— 制し 5 toe 2 篇 KI ;」— 力 C 』 

塞を® 吹す る けれども’ 吾黨内 si 的 無言 1 で—。 

吾人の 天下と なつ— ■ HI ? 敎へ slaf I 一 SIT - I - そ a 何 そ 人生 ssf 分 業と を 



有する 社 僉紐糍 である。 換言すれば 、人間を 眯級に 分たねば ならぬ と 云 ふこと である。 平等は 有り得べ からざる ものである 
ことを各自が記憶せねばならぬ。何となれば各自の行勖の偎姐が輿つてゐるからである。 

眞の 自由は放從な我锚をする檐利ではなく又人間のヵと苡似とは哀心の自由平等などの如き破壊を主張する檐利にあるの 
ではない。 

又 侗人の 自由とは 烏 合の 集 會极が 駄 21 を 弄し 0他を沉亂させる權利ではなぃ。低の自由は公共生活の諸規則を{寸る人の不 
可侵搛であり，又人の « 愤は自分の禳利と同時に無禳利を白覺するにあるもので，自己といふ問題にのみ沒頭して空想を描 
いては ならぬ。 

無神論 物質文明と 金力 崇拜 

自由が 若し 敬神を 枳據 としての 四海同胞 主義で あるときは、 國民の 幸蝠を m 码 する ことなく、 5£宋 «: 組崧して行くことが 
出来る。 斯 る宗敎 と 信仰と を 持つ てゐる 時は、 人民は 地上に 於け る 神の播 理 に 從ふ敎 僉 に 統御せられ、 甘んじて 溫柔な 精神 
の 父なる 牧 nlli の 命に 從ふ ものである。 夫れ 故 SC 人は 宗敎の 枳柢を 扭へし世界人«のぅちから神の觀念を拔取り、之に代ふ 
るに 打算と 救 理的 要求と を 以てせねば ならぬ* 

斯く すれば 社# を 指導す る ものは 唯 打算、 卽ち 金力の みに なり、 金力が 與 ふる 物 K 的快樂 のた め 金力の みを 崁拜 する こと 
になる。そぅなると各阈の下»挝は至善に勤むるためでもなく、又富のためでもなく唯上流社僉の做奢に對する佾惡から吾 
人に 服従して、 吾人の 餞 走者た る 上流 社命の 權カを 奪は んと する ことになるの だ。 

吾人は 文明 進 步と云 ふ 一語を 以て 各 W W I : 惑は せて 犬に 成功した ではない か。 各 》民の內には物钉文明の外進步といふも 



e なし ia 進 1 が 却？ 普から—— る益 たる, J — 知らな Iff 斯< して ic 保 i — 吾人 
の 他 誰に も 眞理が 見えない 様に 巧みに 蔽 ひかくして しま ふので ぁる。 

吾人は 世界 統御 策は 歷 史的 Q — や 時々 刻.^ 注產い SKfQ でぁる。 

陕米 I S 人 5 公平な I 的蠢— 礎と しな 5 で 唯 3 的— 4 つて、 wlyw して 少しも 批判的 萌？— な 

い是れ — ef ご SI 运 ！。 —allyf ： &ょ 5。 1 1 す— d 。 莽人蜇 へたる 
SS 命— とし— ょ 2 人 a 出版物 e 力 tw り Hf 芯# 岳—— 之ね— 
彼# e 馨 law 蠢に f がょ い。 否 人 ei が 組立て た s-gt 彼等に 應用— るの だ- 

1 た 唐 S1 を 益し 5 人 s 益 QW 年 ti 器た。 S: 人 iKf 繁 gK 兑へる 製？ 

人心— K しめねば なら 繁 1 vs 代— つたが、 IK 金力が 支— とな？ 人 e 動力は 金 
神秘的 蛇 輪 

今 nIK 馨 したいと 思 ふ S 吾人 eB 的？ や 完成 S づい たこと で t - 剩 す 所は— だ、 今や 神秘的 QK 輪— 
成せん と L て， 3る 此 iife び たなら ぱ§ 洲諸 ga ® も强朽 な* ガで 締付 けられた やぅ y なる q だ。 贳 列§ 同盟は 
一時 1 K 對して 對抗し 3る t 知れ sw C れ —Hf £ら3 •.何 と なれ— 人 3ニ 千年 tt つて 益 we 間に 
找 くこと QH 來な 5 分離 s , wa らせ 一-—# 人 架 S ? 知ら ぱ BfQ 未だなら f wgy 兵力 に 訴へ 5 人を 攻擊す 
fl ふか も 知れぬ が-共れ％ 準備が して t - 如何 1 士— ® f せる 恐し い 計—. それは 地下 i だ， 

- 五 
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地下 铉道は 遠からず 各國の 首都に 通ず る •阅 {¥の政治搛關と軎類とは一時に爆發されてしまふ" 
吾人の牒新は上流下流ノンキナ行政竹陏絞、著述尜，出版菜游、本21,番頭、職エ，馬水掇、农传其ハ他のものである。 
吾人は世界各國に調査感化の機關たる入座を設ける。柊座には本命卡葙の分子を悉く糾合する"蜞=2は各眯耗からなる，彼 
等は 政治的 陰謀を 起す ものである 。吾人の 手中には 現代の 一大 成 力た る 余力が ある。 二日 間で もつ て 吾人は 如何なる 大金で 
も 秘密 金邱から取出すことが出來る。 

各國の 重なる. l n 淪機關 は 旣に吾 人の 筚屮 にある。 吾人は 之を 丈夫な 乎 網で 操 縱する •今や 苔 人の 棰力 外に •ニ 三の 榷ヵが 技 
つて ゐるば かりだ。 他は 悉く 柿 除して しまつた、 現に 吾人の m 路には 何の &杏もない。卉人の超越政府は芷に超帝_の赉格 
を具備してゐる。目下吾人は世の立法家といつて差支ない。栽判と轚沒播とを行つて活段自在である。 

獨裁 君主 制 

吾人は自由キ：義たる毒を荇人の敵なる諸國に注射した。諸國は不治の病にか\つて今や馆悶してゐる敁中だ。9べラリズ 
ムから憲法政治が生れて、此政體も運用を巧みにせないと唯紛後、爭淪する無益 /> 學抆となつてしまふ漢#の辯論は刊行物 
以上に 王者の 行動と 勢力と を 殺ぐ もの だ。 

濱の眞 砂の 樣な鹪 舌 家は W 家と 政府と を * 厥 場と 化して しまつた、 大阶な 新聞記者 無进 成な 政論 家は、 每日 行政官を 攻擊 
する 五里霧中な 群集の ため、 結局 离事 は顚 倒す る だら ぅ。 

吾人は民衆のため名のみで«のない欉利を浚法へ入れた。荇人が食琪の上から投げ興へるパンの切れと，孖人の命令と0 

外に下曆の人鉍は憲汝政治から何荠を得ることが出來たか。 



民衆と 云 tQ は f ない—? S 子洽 等しい 理屈に S はれて 動もすれば 1 起し、 判黑 つたこと でも 
なかなか I 致しない ものである。 彼等は 政洽 上の 秘密を 知らないから、 何んでも 多數 決と いつた 様な 愚に もつ かない ことで 
決議して 遂には 無政府の 種子を 蒔く ものである。 

欺洲 の— にも 漸く 共和 時代が 出現して 政治 上 Q 倚形兒 たる 大结が 出来た。 大— 人 QS た 5 衆に I させる 
から結 « 彼も荇人の命を奉じて働かねばならぬやぅになる。 

吾人は 大統領に 新遵 f 制定 專吾 人£$ に 立法 能力， VJ 收 めて し 至。 共和制は f 人に とつて は 痛 こい 皮肉では な 
い气 何と なれば 日.* fS 蹇に追 はれる から、 C 分 S 描 利を 利用す る ことが 川來 ないで ■或は 仲 贤插エ に 左右せられ て 
確 實な 常收 入を 失 ふこと になる からだ。 

唯獨裁 君主の みが 諸般の 計 f 統一して i 機關 Q 上に 按； g し •秩 f たて、 蠢 する ことが 出 f ものである。 故に 固 
家の 利益になる 祭は K 任— 靈 毐豸 葚に歸 しなければ ならな 5。 吾 人の 主 S 神 苦より て 定められた もので あ 
て、理智でなく卑ろ忭情によつて統治する。 

將來 政檷が 孖人の 手に 歸する 時 一切の 憲法を 除去す る 辟 段と して 諸 制度を 一つ一つ 取り除いて ^ くもので ある。 そして 激 
法 政治 Q 1? る、 f 吾人 Q 1 は 立— S 前に— される かも 知れぬ。 交の— に f 货 は— 
政 權平奪 Q E 率を 惹起して 自滅す る 吞 人は 彼等を CI -5 に g 使す る ことが 出來 る。 

吾人に とつ H 、 f 危險な も sgf 行で—。 益が 敵 f 抱いて t 、 此 c 装 絵？ Qf によつ て 一 漂め 
られ る。 吾人は C 己 Qf にある 金力と 陰 f によつ て 經濟的 恐 f 起して やる ことに 明備 して—, 郎 ち 時を 期して 一時 
に勞撤 者が 住む！； 一? 者 様を 作らし める。 f す f 彼 S 日 累 為んで 1 Q 血 を泛 ぅ i つて 鐾 集り •这 

一七 



吾人は 各 阔のエ業を破坊する方法を據め設けてゐる。菁人が跛吹した所の赘淨的要求をますます擴げる，又益々穷銀を騰 
货 せしめる。 此努 銀暖 * は勞働荠にとつては何の利益も與へないものだ。何となれば農業畜商の衰微を名としてロ常品の價 
格を引上げるからである。吾人の謀針は中途で以て悟られない様に表面上勞働岍软を助け吞痛の經濟者の主張してゐる經濟 
原則を 擁護す るかの 如く裝 ふて 吾人の 本心を 蔽ひ かくさねば ならぬ。 而 して 今日 食料の 缺乏は 各阚民 をして 何でも かで も 吾 
人の奴隸たることを廿んぜねぱならなくする。 

符と いふ ものを 大 fl : 掛けに 獨 . , ? するのは荇人のロ的で、人民をば何しても無氣カに敎宵させねばならぬ。秘密結社に其ん 
で 加 人す る ものは 大抵 鸺舌 家、 射幸 著 卽ち槪 ね 輕 俳泮菏 の 人 問で ある。 彼等を 利用して 再 人の 計 霰の 機關を M W する の だ" 

吾人は备國に於て政府と國との關係を紛糾せしめ内 |1 、怨恨、乎呦、困苦，飢睐、病帟傅播、生活難等の武器を以て絶ぇ 
十 民衆を攻め拔かねばならぬ"さぅなると彼等は如柯にしても、吾人の金カと獨栽制に服從して來る他に道がなくなるので 
ある。 

荇 人の 政治は ffi ( 始 的で 爲政者 は 親切を 以て 人民に 臨み 後兑 する ので ある。 网过は a 政荞を 見る こと 父の 如くで あら ふ。 さ 
ぅなると人民は平和安寧の生活を送るには、爲政者の親切と指導とに賴るの外はないと觀念する。斯くすれば殆ど神を敬す 
るに 近い 尊敬を 以て 吾が 爲政者 を 仰ぐ ことになる。 

< 世界 統一 

斯の如く種々の方法を以て吾人は各阑を困憊疲努せしめ、國{水の勢カを手中に牧めて超越政府を迆る。之の大政府は各固 



民を征服しなければ止まない樣な大機關を具へて釘拔の如>^<方へ擴がる各»の主欉が全く勖榣し崩壎した時に、吾人の確 
立す る 主 檷は何 もの も 之に 打 勝つ ことは 出來な いの だ" 何とな れぱ菩 人の 主 « は變 化窮 りなく、 如何なる 奸钾も 之を « す こ 
との 出来ない 様になる まで 何人に も 判らない からで ある。 

我等の主科の神聖なる頭に歟羅巴諸國から榨鉍する王冠を娀<時には彼は世界のバト9アークになつたものである0吾人 
の王は世界の « 敎主となり、离阈敎钤のパトリアークとなるであらぅ。 

吾人が 世# の權 力を 掌握した 時には 吾人の ー神敎の外に宗敎の存在を許さない。 

ム結 論 

前項マツソン首領の游說を讀む時、吾人は彼等の間到なる用怠*何ものをも逃さ ^ る中備.確岡たる大勇猛心全世界の人 
類を 眩惑す る その 手段 方法 等に 對して 轉た雁 慄を禁 じ 得ない ので ある。 

卽 ち 彼等は 大自然の 法則に 於て 到底 有り得ない ことを # 定しな がら 自由、 平等， 友愛の 美しき 檩 語を 看板と して •之を 皴 
吹して 階 鉍鬪爭 を 挑發 せしめ、 穷働 者には 資本家を 破壊せ しめ •貧乏人には 货谀宵 豪を 呪は しめ 而し兩 者 共に 傷つき 共に 瘐 
弊して遂に生活難に陷り復た立つ能はざる迄に到らしめ以て世界を揿貺の巷と化せしめてその虚に乘じて黄金の魔衆を以て 
凡ての 民族を 焫太 民族の 膝下に 屈服せ しめ、 | 網打盡 的に 世界 統一の 大 21的を達成しニ千年米の泊害に復2|せんとするのが 
彼等の 常 初ょりの 目的で あり 計畫 である。 卽ち 彼等は マツ ソン 大帝 國の 出現を 理想と し步 | 歩と 進みつ i あるので ある。 

然るに マツ ソン 竹 領も 『先見の明 ある 王者と 服從心 の 强い國 民と が 合する 時は 吾人に とつて 最も 恐ろしい 敵で ある』 と 云 
ひ 又 r 環 q 利益になる 政治！ isi 啬豸 fs しなければ なら £ と 云 ふて—。 故に 彼等 Q ? 恐ろしき 



二 o 

敵となるものは"君民國治の政體、神意にょつて定められたる闽骶であつて、理屈や何ものにも超趑した精神的極致にょつ 
て 建設され たる 阈家 である。 卽ち我 大日 本 帝阈が それで ある。 

今日 俄 太 人が 全力を 傾注して 破坡に 第くべく 努力しつつ あるのは g にあつ ては 英 g 、 束に あつて は 日本で—。 

今や 我が 大和民族は 興廢の 岐路に 立つ てゐ る。 爆 殫 を抱いて嘹火山上に立つてゐるのである。徒らに舞路氣分に耽澍して 
ゐる 場合で ない。 ク ダラ ヌ騖鲁 つて ゐる 時では ない。 {=! しく 心眼を g いて^ 大 精神と 大銎— 舄し •我 gg が 
大自然の法則にビッタリ合致してゐることを魟蛻して.天壤無 55 を詔し給ひし天祖の神意を奉鈹して君民ー致上下心をーに 
して 世界的 大國難 に 當ら ねばならぬ ことを 自 覺 せねば ならぬ 秋で ある。 

然るに M て 現在 我が 國民 の狀 態を 觀るに 徒らに 物質文明に 眩惑して 不 n 然な 自由 や 平等の 解放を 叫び 『リベラ 9 ズム j や 
r デモ クラシ イ』 や 『サンティ 力 リズム』 等に 中毒して 放縦に 流れ 浮 蒗に耽 つて ゐる ではない か。 

先般1網打蕺的に檢擧された所謂日本共產滋の一味の如きは卽ち彼等狨太人の傀儡であつて* » に大和民族の仇敵であり 
世界平和の棵亂荠である。殊に吾人をして寒心に堪へざらしめたことは、思想の敁も怖苡であるべき替の朿京帝闽大學から 
非圃民の最も多くを出したと云ふ琪實である〇又その帝大の敎鞭をとつてゐた某々敎授の如きは霄語时斷である，先年0大 
震 火災で 朿京帝 大の阅 書 館が 全部 灰爐に なつた 時、 米阈の 石油王 a ックフ ヱ ラーは 帝大總 茲 に 對し •無紛 甙信にて何等條件 
なしに 金 四百 萬圆を 圖宵館 復興 费 として 寄附ず る 泞申込んだ。當時の總長古在博士は直に敎授會を開いて之 |: 協議した。そ 
の 時 硬骨 敎 S 鍋 嘉 j 氏は「最髙學府の圖害館を米阈人の金にょりて胧設するのは柯故か、さなきだに歐米误拜の今日に史 
に大學生をして彼等殊に辆太人の金カに叩頭せしむるとは柯琪だ」と云ふ主張をして只ー人反 « したが遂に寄附金は受取る 
ことになつたのである"&ックフヱラーが寄附申込の眞意が奈邊にあるかは判明しないとしても、當畤已でに帝大には新人 



會と稱 する 一派が あつた。 而 して 今日 Q 繁と彼 比 對？ る 時は 思 半ばに 過ぐ る ものが ある， 加 之 殘黨の 所 網 赤い 學生達 ド 
间校內 講堂に 於て r 學友會 解 敢眞相 雲 簡說 含」 なる ものを 開漼 して 取校篇 に對 して 不播描 まる 宜？ 決議 S を 突 付け 
て 神聖なる •へ 4 阐を 汚濁し 一時的に もせょ に 化した— 古とは i す •へ t ざる 一大 不 菜 J ? i 將來 
の 爲め 憂进に 堪 へざる 次第で ある 0 
今參考の爲學生が學校當局に提出した要求事項を摘錄する。 

要求 窜項 

一、 山中 湖畔の 察に 於け る不 ■件 關— Q 辟 前 f ニ、—— Q 專制的 鋈反對 一 『炅— 理へ 1 代 
表の 參加 四、 取 部 支部を 取 位と する 主：；！ 的 全 學的學 友 食 装 五、 該方爵 の裔の g 時撤廢 六、 最締 令の 器撤廢 
七ナ 森似敎 授の役 職 耍求 八、 マルクス 經菜講 陁の 設 愆九、舉内言論、货會-硏究紺織.宜傅の0出確立十.敎® 
#評議 « 會へ槊生代表參加" 

(以上の 要求 中 六* 七、 八、 九 •十 •の 如きは 全く 共產產 思想の 表現に あらず して 何ぞ) 

尙 過般 Q 大壞に は 東大 以外 各大 f 。 も i だし—— 大學 • S 女 i 等 右 も 被繁 f 出した き とで— 0 
吾人は 世界的 大 1 树太 人 S 手が 斯 4」 •蓮して— か— 倒す る 11 Qsl —るを 得 公 

いので ある。 

冀 くは 大和民族た f Q 此 Qi 非常 Q 秋 に當 り {=} しく 翌蕃 して 以て fgS 防衛に ら れんこと を 切望 

す 



▲露 西 亞と西 比 利 

サヴ H1 ト聯 邦を 一 n に 露 西 亞系 命と 中し ますが、 それは 取なる n シヤ革 命では ない 、B シヤ率 命と 稱す べき ものは 千 九 百 
十七年のニ月の第1次革命が菸西亞上下の國以が愛國の至誠に基ぃて露西亞將來のため、歐洲大戰に疲れた處の國民のヵ |: 
集めて黹鬪努カして、然して起った所の革命が露西 :« 革命であつて、次に同年十月に起つたのがレニン$であります。此 
の レ-一 ン車命 は ！1シャ本命ではな<、レニン主義を世界に對して露西亞を极據地として » 行に洧手したのであります0 

レニン主義とは如何なるものかと申しますと*世間ではマルクス主義と全く同じやぅに申しまするが*レニン主我とマル 
タス 主義は 相似て 同じから ざる 一つの 點で あります。 

マルクス主義は大髋に於て资本主義が渐次膨脹發展すれば其の結艰として自働的に社分的社舍が现出する-之が現出を促 
進す る ことが 現代の 使命であって •それは 唯 だ 單に經 濟 的の 改革の みに 依る もので なくして •政治的 革命に 依っ て 口 的を 達 
し 得る、 卽ち 階級 闘 呼の 陏梯が それで あると 云 ふ。 此の マルクス 主 雜も ベルン シュタィンの 修正 マルクス主義、 佛のサ ンデ 
ヵリ ズム 又英の ギル ト社禽 主義と 三っの 分派に 分れて 其の 系® に 於ても 相 速 點 はあります が、 枳本 要義は 各 阈の阈 の 特性 各 
民族の民族傳統を其の《と民族の實狀に合するが如くにそ0阈體に相應じ之れを促迤し，さぅして处等の運動を阀際的の梆 
合に移すことを信條とするのでありませぅ。 

レ ニン 主義は ►ル タス 主義を 根本と して 说無主 菝を汲 み •ァナ +ズム の 無政府 主 菝 を取り人れ更に择カを (.| 條として社僉 
主義を髙咽し*『砀カ信條』と云ふ著述までなしたる、ソレール主蕤を*地に卑ろょ0以上なる取を « 行なしたのであります <« 
レ n ン 革命 以前 千 九 百 十七 年 九月 レ n ン は 『阑 衆卒 命』 と 云 ふ r パンフ レツ ト 』を出して居る，このパンフレツトの政治實 



體淪と 云 ふ 所に •民衆を 懷柔 し" 指導す る爲に は桷 力を 主と する 機關 を必要とする云々、又主義に忟對なすものを仇敵とし 
之れを剿滅するためには如何なる销牲を拂ふともなし遂げなければならない云々。 

レ |1ンが革命後十年問に所誚仇敵の剿滅をどの位なしたかと云へば，*1シャ通信の資料にょれぱ三 ^ 萬人と註せられ、又 
千九朽ニ十1年モスクヮのサヴ8丨ト機關紙の公表にょりますと、革命四年間に殺戥したるものは百七十六萬六千百十八人， 
其の 細別は 敎良六 千 七 百 五十 五 人、 僧侶 一千 二百 四十 三人* 與女 酱荠八 千 八 百 人 •一般 知 ^ 阱級： ：ー 十五 典 八 千 三百 人、 兵士 
二十 六离人 •勞 礬十 会 ニ 千 i 十 人 •费 八十 5 KX 、 其 後ち 六 年間 §1 ニ . HC 人を 加へ て 三夏 人 許 i 云 ふ 
のであります。 

サヴエート聯邦はレニン主義であります*ょく世間ではレニン革命を1般にロシャ革命と申しますが、„シャ革命とはニ 
月の $ 所謂 第一 次 革命であります •十月に 起っ た レ U ン革命 •之れ は a シャ 革命では ない。 ロシ ャ诚 亡の 歷史 であつて • 
世界昨命の烽火であります、此の事は 0 シャ第ー次|の立憲民、王箱の首領として令名の馳せたる-ミリユーコフ氏の著述 
にもはっきりとニつに區別されてあゎます。 

露 西 f 續 4 疲と 革命の ため 國 R は 柄 度の 疲 柄に 達し、 人心 Q 不安は 思想の 励 f 生じた るを 好 f して ごン 主義は 
つけ 入り、 遂に 同國を 亡し • a シャ を 极據 地と して歐 M 巴に 及ぼした る も •文明 國は 各々 特性 的俥統 的 基址を 有し 居る ため 
實践に乏しき超邊的珂像中：義たるレニンキ義を入るゝ道 51 のあるべき转はないのでありますが、露西亞と同じ述命にありま 
した 伊太利は、 彼等 S 手 Q ため 盈 Q 危機 5 ん しました が、 闕泛自 f 挺士 ムッ ソ？ S 蠢 にして 幸 を 
脫し蘚生したのであります0又戰敗の疲極ょ〇生れた、獨逸社.竹主義の內部に谛极を植っけんと彼等は全ヵを盡したるも、 
元來— 獨 如何に i す 1 精： tia 斯 Q 如き 装な 1 S 人る •へき もな く排 f れ •反っ て 置、 



ょり 奔弄 され、 獨逸 政府は サヴ ヱート政府に對し、费政府の赤化共產主義官：傳は自 111 にされたしとの通毋を發したるとのこ 
とであります。 

レニ ン主茬 は歐洲 倭 入は 大體に 於て 失敗に 歸 したので あります が、 執拗なる 彼等は 歐羅 巴に 對し ては 渐進主 義 を とり、 潤 
浸 的に 齊策 をな しつ、 あるので あります。 

西比利を极據地としてレー1ン主義は )|1 漸方針をとり、外蒙古ょ0內蒙古に毒牙を硏き、苡朴なる蒙十：：人沌は彼等の逛手に 
乗ぜられ 惡化 なしつ、 あるので あります。 支那は 紐く 內亂の 弱 點を たくみに 利用し、 彼等は 思 ふま、 に 攪亂 したので ありま 
す。 

吾が亞細亞西比利は今日まで吾に利なく彼に利をなす経路をたどつてゐたのであります、ロ淸戰爭の媾和に干渉をなした 
のは » シヤでありませぅ、然して滿洲を手に入れたのであります。此の交通物钗枳據地は西比利でありました、义13本が歐 
羅巴 K 西 亞と戰 ひまして 時の 軍隊、 兵器、 糨食 、何々 の 輪 送は 传な西 比 利を 經たの であります。 復 々國 和の 某 礎を 崩 1 ? し 人 
心を 惡 化せし むる •恐るべき、 レニ ン主 義卽ち 赤化 共產宜 傅 その 极據 地と なりつ、 あるは 西 比 利 其の ものであります。 

费源 なる 西 比 利は 農逄 のみに て、 輸出 年額 三值离 0 を 下ら ざり しも、 赤化サ ヴ H1 トの* 足に 蹒られ •經济 は 全く 破 填 さ 
れ •人民の 生路 は咭 々として 生死に 迷 ふの 有 揉であります。 西 比 利 人は 疲浒 の椒に 速して を D ますが •窮 すれば 通ず るの 古 
言の如く*此の鞑制が刺戟となり |5 鉍となりまして期せずして精神的笨 {£1 たる團結をとり、この雎手を脫するには『取ふも 
可 0_ の勇が生れてきたのであゎます。 

元来 西 比 利 自治 獨立は 、銥 西亞 帝政 時代ょ o 烺も 古き は 十九 世紀の 中期に ボタ ーニン氏が明迅し镒箝的に現西比利0治獨 
立團總 裁ゥ H 丨 、モラー フス キー氏 と腠 史的に 今日に 及び 极柢深 き親亞 細亞 運動の 先驅者 であります。 ゥ H1、 モラフスキ 




丨 氏が、 猛然と 旗 f 明かに して 立ちました のは 既に 機運の 到来した こと.， 西 比 利 人の 要求 そのものであります。 g は 熟せ 
ゎと 申す ので ありませ ぅ。 

西比禾の獨立は時閗の問題でありまして*可否を論ずる時はと<に過ぎ去つてをります*サヴエート政府は植端に行き 
つまり、 行政* 司法は 實に亂 脈 極る ものでありまして •同 阈民は 反政府を 以て 充滿 なし、 政府 部内 すら 赤化 共 產の 非なる こ 
とを唱ふるもの績々として現出なしつ、ある現狀であり、又經濟の窮迫は最極なるものにて人民が食する食科の供給もと ^ 
かざる 悲梭 なる 裝に て、 { n 吏は 『我れ 食 すれば、 人 死す る も 可 . J Q 、 SCS 為 41 明かに 赤化 政府 QIR 命を 示して： S ? 
るので あります、 斯る 運命の 萌した る 時は ^ 命 又は 反 取 命の 起る は 當然で あります 〇 もし 铒西亞 に 反革命 起り 彼 地に @を 
生じた る 時に 西 比 利 人が 斷 净 として ゥラル 山の 級路 『 トンネル j にょ bfe » r すれば、 欺 洲との 交通は 完全に 絕 たれ、 西 比 利 
は 孤 獨とな るので あります。 

西比利の北部は海岸に面するといふも北水洋にて航海便ならず*港としては浦鹽港にょるの外なく、海路航通不便な也 |1 .. 
か i る 雄 合は 特に 考 へねば ならない のであります。 

西 比利獨 立が •例へ ぱ米 •英 の拨 助に ょりて 3 したと すれば •亞 細晋 族の 立場は どぅな り 行く のであります か。 かの 
富 源なる 西 比 利 Q 開拓を、 指を くわえ 5 て 居る？ あり— か •龚 S 拓 Q 下請 什 事— 那 と 同じ 其の ロ？ 
をす る Q であります か。 S ゥ T 5 7 K 丁 氏 Q 來 f れ校 助を 乞 W れ たと IK ふ S、 吾 ニ/ 0Q?? るな の？ 
はない のでありません か。！ E 之 出阈 * 細 矛 千 足國を 古言と する ^ 阈氏は モラフスキ ー氏 一派を 歡迎し •その 抱負を 援助し • 
亞細亞 Qs:lsi 邁進し •亞化 思想を 规阶 し、 gj 細 Jo} 人 q 安全を 計り •然して 傾 祉增 進す るが •眞 の 文明 人 q 進むべき 道では 
ありませ んか 0 



吾政府とサヴヱ-ト政府との !|]1 に赤化共淹卞：雄の立傳は1切なさぬと云ふ，要約のもとに協{儿し.間政府を飧認したので 
あります、然るにサ黯は益々巧みに宣傅 |: なし.之れを责むれば彼は共產宜体は笫三ィンタナショナル (0 する處にてサ梆 
邦とは 何等 關する 所な しとの# |辯外交を以て责をのがれて尻るのでありますが、詭辯も赏に祁だしいのであります-彼等は 
キ義のために平和を枓んとするのでなく、キ：義のために戰はんとする阳結であ0ますから*對常に處するに形式手繽のみに 
て 誠 窓の ある 镔はな いのであります。 私は い たづら に刚 阈の親符を一友々するのではあ0ませんが、サ聯邦と第三ィンタナシ 
ョナルとは如何なる關係を有し妍るかと申しますと*筘三ィンタナショナルは本部を»西亞中央に近き-毎年1间大侍 |: 開 
催し、 その 大妗 にて 獨栽的 權跟を 有する、 中央 委 tt 5r 2§ 出し •それ 路娄 M により 同 主義の 寅 傅： 5動機關0組縊等の決定をす 
るので あります、 また 其 中央 委技 二十 七 名 補缺 二十 名の 内に て 總ての 牛耳を 捤 つて 居る のは •中 夬委 U 含の 政治 部！： たる 八 
名で あ o ます、 その 八 名は 何れも サヴヱ ー ト政府 の ^ 高 幹部、 卽ち K タ 1yN* ( サ政府 中央 執行 委 ti fr 幹部 S) ブ <1 リン* 
(サ 政府 中央 榊 關紙 ブラウ ダ 中： 筆) ウオ a シー P 7 •(サ 政府 陸海 班 人民 委 ft 長) ルィコフ、 (サ 政府 人民 委 fl 命 m 長尤レ n ン 
の 0 トム K ♦丨 •(サ 政府 勞働 組合 中央 評議 伶 議長) モロトフ •(サ 政府 中央娄 tt 命 幹部〕 ルズダ ヮク、 (サ 政府 交通 人民委員 
長) クィ ビシ H、 (サ 政府 敁高經 C 命 議々長)である。又第三ィンタナショナルの主要なる各阐の黨21;の數は，サヴエート聯 
邦 百 三十 萬、 怫の六 离ニ千 * チ エッ n. ス0ヮッキア十ー离八千*支那五洱八千、 〇> 太利のニ典餘*其外の办國はー斑前後、 
斯 < E t: も 絶對 多數を 占めて 居り 又 その 幹部が サ聯邦 の 主要なる 人物に より 組織され て 居る ので あ® ます。 如何に 彼等が 詭 
辯を弄するも祺货は琳實として現らはれるのであります。耍するに*サ聯邦と笫三ィンタナシ 3 ナルとは一歴ニ頭を有する 
怪物であることは辯明の餘地はないのであります。現にロ本に對しても過年笫三ィンタナショナル笫十囘大會を開いた時に 
同黨 中央 委 员會 長たり しサ 政府の 最高 幹部た るブハ 11 ンは r 日本 共库黛 の 過誤を 指摘し 之れ を 指導した j と 報吿 して 居る 




ょり 見れば 現在 も 潜行 的煸勖 運動を なし 居る ことは 想像し 得られる のであります 0 

〇 露西亞 大使館ょり 支那 宫權の 押收 書類の 內容 

B シャ 大使 $£ょ り押收 した 文 HtQ 曾は 三月 ff て 漸く 出來 上つ た。 支那 本 £ て 四十 一 I 癸な も？、 更 
に 之を 洋册 ニ册に 印刷して 各 興に g 布し a シャが 支那で 行つ た 雲を 披露す る こと、 なつた が •この 文择の 拥 ■喪の 主 住 
たる 0シヤ通の現察哈爾交渉 11 張阈忱氏はこの編蓽事業を終りその内容を總括して！,シヤの支那を擾亂した罪を指摘した左 
の報吿丧を鲑示した。 

今冏 ロシャ文書を檢杏した結果、 |1 シャ當局の述法行爲 |: 發兑せるもの左の如し0 
一 サヴ H 丨ト 政府と その 宵 吏は 支那の 內戰に 參與 して 支那 內亂助 長を 期した 0 
サヴ ユ ート政府は經錄を出し人を派して廣東軍隊と诚玉祥軍隊を指掸した。 
sT 右經费 は 一部は 無償. 一部は 長期 貸付と して 供給した。 

丙、 お 軍隊に 於て サヴ H 1 ト各委 M は 作戰 を爲し ロシャ 大使 餅 附武 {R を參 加せ しめた。 

ニ、 サヴ H1 ト政府 軍事 密探 多數を 各國 各省に 分布した。 

甲 •泰天 派の 軍情を 愤察 して廣 办 軍 •馮 軍を 助けた。 

こ •支那の 兵力 經濟 政治を 調 杏し 對策 を！ 一つた。 

丙 •支那と 各 友邦との 關 係を 探怕 して 離間の 陰謀を 實 U した。 

三 •サヴ H 丨ト在 支 外交 商 菜 束 支錤道 その他の 商工業の 各 機關を 探偵の 目的に 利用した， 



四、 民衆 風潮と 武驳 群集の 场勋を 製造して 社會 o 安寧 抉 序の 破 访を汹 つた • 

平、 土匪 軍を 組織した。 

こ、 内蒙 古に 民衆 述動を 起し 該 地方で 武装の 除 伍を 編成 pi 練した。 

丙 • 紅 檜會の 政府 反抗の 擧を 21 つた。 

五丨在支共牵運肋を製造し支那の社分革命を惹起した。 

平、 支 _產黨を組轍し金錢の拔叻をな1た。 

乙、 廣束 政府と 馮軍隊 中に 共産分子を 組 雄した • 

丙 •農 K の共產 運動を 紐 織した。 

六 •恐怖 政策を 設け 暗殺、 慘 段、恐喝の 0 的を達した。 

甲、！九ニ七年三月上海に於ける恐怖の舉を « 行した。 

ST 外交 文* 使者を 利用して 爆 發 物を 携帶 せしめた* 

七、 ョ ー ロッパ棑斥遝動 |: 创製して國際衝突事衆をひき起した。 

サヴ エート芘西亞が支那に於いて從來如何なることを行つたかといふことは乃ち支那0大動亂の亂源がサグエート露西亞 
にある と 云 ふことは 右 報告 害に ょつ て 1 B 胶然で その やり方の 逋辣 傍若無人、 非 平和的、 非人进 的に して 且つ 頗る 大袈较 な 
ことは實に驚くべきものがある® 

0 赤色 大學 教授の 講義 




<H 本！ l ft の 貪揚を 注意 

レ-一 N ダラ ー ド 大事 來方語 學課 cz 本 語 ft 授、 H ヌ •ィ •！！ N ラ ー ド 氏は 政府の 命を 受け 三ケ tc lu } の ロ本敎脊界視察を終り、 
過般 财國 したが 途次 哈爾赏帶在中、间市新市街白系露人の絰狩に係る東泎經济平烷の招聘を受け，十门問沾夜學生のため* 
日本社侍經讲史の講義を行った ㊁ その一ロ卩の耩莪は-太古-藤职時代-銥件時代’德川及明治時代に於ける：：：本社舍の變 
選を語り更に政權が公卿ょり武家に*武{水ょり得び ^ 痃に移つた概要を說明して『ロ 4; の社台^^政檢 ^ 來戰は播々行は 
れた るに 拘 一一らず、 £ fif 將 1 S 別 詰で、：^ して— 取 せんと 企 w し SQ 分、— と— れる事 
は他阈の本命史上兑るを得ざる日本國體の稍艰である』と雄辯を振ひロ本に關し柒外钾識の淺必な»支大箏生及敎授等に多 
大の感動を與へた。 

同氏は 日本語に 3S めて 巧みで、 在東京 •雄 i 大器 q スバ ルゥ ィン 博士 QH 本勞 如きは 足 許に も 及ばない、 赤色 大學 
敎授 のこの 稱 i りに® し、 露 西亞の ロ^; 化 方針は 從來に 比し 一段と 進步 し- 阜室 に關 する 1 は 反つ て n 本プ a レ タ y 
アの反 感を 以ひ^ロ的達成の陣寄となるべきことを行梵した結果’名を捨て饩をとるの方針にー铤したものと解せられて居 
る • 

〇露西 亞の 國资 商業 

社會存立の動脈とも云ふべき生產及び分 « の播を國家のー手に收め*圃戈の意志通りに生活必雜品を按 (« せんとするのは 
共産 政治の 理想で ある* 

二 九 



サヴ エート明邦の都市に於て箔一にロにっくものは、生活必滞品の分«たる商柔 {: 檐任して居る闳锌商業機關である。或 
は 食料品 nl ベラ チーヴ 、或は 金® 製品 トラスト、 或は 阈營 汽船 切符 販寳 所、 或は 國铎ネ テル* 國營 レストラン 等 悉く H 金 
ならざる はない 有様で ある。 この間に 例 人 商店が 肩 傾せまさぅに小さい漪板を汛げて焐る。 

さてこの阈營商龙の商龙振りをー*するに例へば先づ靴店に這人って誰もお早ぅとも、いらっしやいとも云はぬ、日本のお 
役所に於けると同じである。そこでお存は自分の茛ひたい品物を齿げると、店技は型の如<其の品をお客の前に段開する。 
お客が品物が氣に人らぬ樣な風をして居ても平氣である，他のものを出して «. せょぅとするでもない。 3 手と資方との間に 
情愛など聊かも含まれないのであるそれでも鬼に角女靴をー足贸ったとする，求めた女は内分の足に果して適ふか何かを 
試して 見る、 ホンの 少し ボタ ンの位姐を替ふれば氣持ょく穿けるのだが、それを見て居乍ら店以はそのボタンを付替ふるだ 
けの勞 力を 提供し やぅと もせない。 仕方がない。 

貢つて鉍って ^ れないことを自分で綣はねばならぬ公之れが個人商店だとそんなことがない篇坑ぐ修正して與れる、 ^ ^ 
も あれば お 世辭 もい、。 

汽車の 切符を 販赍 する デル トラと いふ 网脊の 店が ある。 店 貝が 四 五 人、 お 客 も 大抵 十 人位 何時も 居る。 族 臺券を 要求して 
も、 先づ 辭菩の やぅな 部 咲な 貸金 表を 繰り出さねば 價が 判らない。 やっと 判っ て 金を 拂 ふと 大きな 受取 薄 見た 樣な ものを 波 
して切符は疽ぐくれるのではない。切符を受取るまでには四五ナ分位待たされる。丁度日本で銀行に行つて何千與则といふ 
預金を出す位の手數がか、る。変り切れてはならぬと思つて凴日の切符を ^ ひに行くと、切符は明日受取〇に來いといふ0 
翌 口 行つても おい それと 渡して 吳れぬ 、 《に 厄介は 祺夥 しい •又 この 店に 行く 爲に 行 哩分 の汽単 貸に 相當 する 位の 馬車 代を 
棒に ふらねば ならぬ。 




切符は 日本の 大 封筒 位の ものに、 何やら n マゴ マし く沓き 立てた もので、 切符の 紙 代 だけで も隨 分か i る だら うと 思 はれ 
る。 事務 簡捷 を叫ぷ所以も#かれる。 

3 物に列を作つて居るのは各所で見受けるところで別に珍しいことではない。朝など朝飯の用意 5 : するためにパン牛乳等 
を K ひに 來て 居る Q だが、 第一 郵便：： 5： で 見る やうな 小さい 窓口から 一人 is 取る の だから S る こと 甚だしい。 それに 
店員が 仲— ばけない。 それでも S は 仕方が無 いと 締めて 居る Q か* 位れ て 何ん ともなくな った Q か， 一 チ k - KI 主義の 先 
天性に ょるの か、 平 铽で 井戶端 會議 式の 談笑に 耽って 居て 焦れる 模様 もせき 立てる 風 もない* 

△全く势 & 露西亞の埏阈化す 

外蒙古の 首府、 庳倫 、今では ゥラン •パト， •ホ ト卽ち 「赤色 武士の 都 J と 露 西亞流 U 
改稱 3 れてゐ るから 撥 近歸哈 した | 支那 商人の 實地 見聞 談 

現在の 外 f は、 全く 赤 匿 i ってし まった。 いろいろ Q 制度 も 社 1* §裴 で t , la 服 f 、 敎 練の 
方法 も、 軍規の 内容 も-赤軍に 似せて ゐ るし、 武器は 悉く 货西亞 物 だし、 軍事 敎 首は 漂 亞 人と 來てゐ るから， 赤軍と 何等 
變 ったと ころがない e 昔の 外 蒙と 違って 今は もう 宛然 露 西亞の 觚 國で •名 實と もに 支那の 領土で なくなっ た。 

成 倫には 日本 商人 一名 •英阈 商人 一名と 少し ばかりの 支那 人が ゐる 他は •蒙古 人と萏 西亞 人の みで あるが 、订 廳の椹 要 都 
は 殆ど サヴ H1 ト ttv 西亞 人で あるから、 綮古 人で も付取にょらず露西亞人の意兑に聽從せねば苡行できない程主客轉倒して 
ゐ る。 元来 蒙古 人は 溫和俣 實まことに愛すべき民族性を持ってゐたのである；^赤祺の魔乎が延びて來て、過激思想を皴吹 
されて以來.その宣傳に3動されて.固有の善良，溫顆の美風を失ひ、非常に俺狹なまた «| 拽な風にー變して來た0 

S 1 



外蒙古は露两亞風の制度、組雄を採用したのはょいが，外朶の琪情に適せない政拷捵_や，不相 !#: に多い祇隊の維抟0た 
め、 勢 ひ 积稅が 過重に なり •一般 闽民の 生計は 1 » 苦難に なつた。 つまり ^ 時代ょりも 非常の 惡政に 虑げ られる やうに なつ 
たので 怨蛏 の聲が 商いが、 それでも 未だ 迷 ひの 夢の 榈めな い 輩が 多い。 

此の頃では 外 蒙に 来る 旅行者は いづれ も鲅 重な 檢査を 受ける。 そして 到る m に ^ 段 所が あつて、 何 處で も共產 痛 B の 命令 
を 賭かねば ならぬ。 外國釕 易は 無論 露西亞 人が 押 權を 握つ てゐ る。 

露領後 只 加爾西 比 利の ゥヱル フネ ゥデン スタと •外 聚古 竹府他倫との問には、1週ニ-:-闼づつ、»西亞の飛行機が往愎し 
てゐ るが •最近 また 数 畜の飛 行 機を 坩 加した。 此の 定期 飛行は 政治 上 • m 琪上の 要© に 充つ るの が S 的で あるが、 芘西亞の 
役人 や、 軍人な ど緊念 の 旅行の 際は いつも この 飛行機を 利 州して ゐる 云々" 

また別な支那側の發表にょると，外裴は活佛時代から、新政府に至るまでに十秘，三千ニ10孢留、その後今 |1 まで艽®， 
四千四百萬留，合計十五種、七千六 ?1 孢切も盔沔亞から借款してゐる、その偌款の胶保として外|^内の土地使川埔、磁逍 
敷設* r i « 山採掘№を始め•おょそ外蒙十3の主なる利檐は殆ど棋げて•サヴエート政府のために叩斷されてしまつたと。 

△歸國 を 嫌 ふ 露 人 

サヴ H 1 ト 通商 代表部 科 計 係べ ヤトル •ィリイチ •スプラ ゥッ H フ氏は 二月 四 ロ 本 S 政府から W 销命 令を うけ 引 嫌き 事務 上 
の檢赉 をう けて ゐた が •遂に 瞄國 命令を 抠絶し日本在住を決意したことを，赞祝豳外琪課に出诹設解を求め、妻ナデシタ， 
インド0ナ.ミハイ8”と相携へてニヶ月の餘の »! 定で上海に旅立つた。 

スプラ ゥッ K フ氏は 大正 五 年 十 I 月サヴ *1ト通商代表部の會計係として日本にきたが*非黛：2の故で鉍國命令をうけた 



ものであるが* さきに 非黨 il サラ チン スキ ー元 木材 部 副 主任 n a ステ リー 7 元 舍計浼 記 係が 命令で したと ころ その後 • 
ゲー •ベ ー.ゥーの監視の下に本國で悲慘な生活を锚けてゐる取情を知った“そとでかれも、これがやがてれ分への運命と案 
じ 貯金 ニ千餘 四をたょりに、妻を裁 || 飾に仕立て、飽くまで不鉍阈紐として行動することに決意したのであると* 
共產政治が如何なるものであるか*本«本元の人肋すら鉍阈 5: 嫌ふではないか* 

〇 對日檄 文 (第三 ィンタ ー) 

< 日本を 强盜 呼ばは 6した 5 第三ィンター執行秃 1-4 侍の檄文 
左記は 第三 インタ ー ナショナル 執行 委 fl 會 叫跺兄 の 名に 於て、 n 本の 山 ^ 出兵に 關聯 し、 n 本* 支那 全 lit 坭のパ v / K lli K , 
勞働靑 年 •陸海 軍 拉 に 向つて 發 したる 宣 1 €寄を過年： 71 : :1:十八3の『コミンテル誌』第四躭ょり，丼砟搽機關紙ブラゥダガ五 
月 二十四日の 紙上に 轉載 特報した もの、 要領で ある。 

日本の 山菜 出兵に 對 し强盜 呼り の 口汚い 極端な 攻擊 をな し * 11 っ 日本の 努 0 兵士附轾に對し_共淹主葙的草命の萏赀な爝 
動を なして ゐる ところを ょく讀 んで 欲しい、 共 ^ E 一派の 對 0 惡 聲は 今に 始った ことでは ない が、 左の 如き 極端な のは 過 年 
の 秋 束 支鐵道 問題で、 滿支間 に 粉 糾が 起っ た 際， 側 枝 的 思 倒の ロ 本に 向けた 時 以来、 約 四 五 年 目と 記 位する。 

支那の 武力 的 分割 iag 始 された* 强赁 等しき 日本 0帝网_41 山 1 決行した • IQ ブル％ m 了？ や 干渉 
から公々然たる領土侵略に一轉したのである、而して 13 本は機先を制すべく-殊に戰略上耵利な立级を作るべく山朿を滿洲 
同様にすべく、 乃ち ロ 本の殖 M 地 化すべく •一步 を 進めた ので ある。 

日本にょって開かれた戰闘は 1«: 猓戰亂に變ぜんとする微鲜顯帮となった，ミヵドの政府は米阈帝國 +. 涟荠に貸牧されてゐ 
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三《 

る蒋介石を搽蕩する：1!的で出兵したのでな<滿洲 |«1 様、支那民衆 |: 壓迫せんがために、携言すれば支那分剌の先鞭を凊けた 
ので ある •又 日本 國內の 政治 經€界 の 動榣 に對 する穷 揪者 の 注意を 他に 外ら し、 軍閥 獨处 政治を 擴充 せんがた めに、 ミカド 
の 政府は 山 東に 於て 大勝 利を馊 んと して ゐ る。 

日本の 勞農 兵士 階級よ、 支那 民族の 希望を 達せし むべ く、 諸界に は 重大なる f 的資任 が ある •速 かに A 己の ^ 命 機 關 1: 
充寊し 共 產黨 旗を 褐げ有 琪の 際變 節する 改革 派 反逆 許を 葬らねば ならぬ。 帝 阏主茬 的 陣笠を して •諸 対の ' 1 a ふる 山 東 咖時撤 
兵の 要求に 從は しめよ。 而 して 政府の 命に よ 0山東に派遺されたる兵士等に對して反 » ^^國キ義を鼓吹し、支那革命の同 
志 •资本 主義 倒 请の 15 土たら しめよ。 

田 中の 陸軍の 兵士 諸 苕、 m 中と 云ふ專 制 的獨哉 奔は我 竦 喈級の 鋟大の 敵で あり， ロ 本に 於て勞 働 齐を足 下に 蹂躏し • :!{ 贫 
の 父兄を 役 獄 し、 諸鞞 の奏 子を 虑げ つ、 ある 男で ある。 

陸海 m 兵士 諸君 •前途の 如何なる 困難に 對して も諸对 を 相扶 け、 同胞 的 革命 資任を 果たさねば ならぬ、 陸海 軍 兩方面 より 
反動勢カを打破し、支那革命の保護に帟起せよ支那を紛糾せしめて後分割するのが帝阈主義の奥の手である、諸釕の努カを 
以て 內亂戰 を 阈際主 義戰箏 に 轉ぜ しめる やぅに 窑 M せねば ならぬ。 

支那 革命 离歲 。支那 分割に 涪手 せる 帝 H キ義を 打破せ よ 。ロ本の忟革命的强盜に打擊を加ふべき《櫬關胂在なれ。資本主 
義 征伐、 勞働 者の 開戰準 備車戈 の發展 を 望む、 社 分 革命 禹歲。 

亞細® 主義と 西 比利亞 (亜 滿蒙 問題) の 解決 

日本 赤化 運動の 防止 佐 藤知恭 




元 來日支 親善の 言葉は 我が® の 新聞 や 雑誌に 於て 常に 見て 居る苜 葉であります が •其の 元は 支那 人が 言つ た 言葉で あ o ま 
す •其の 時代は 何時か。 それは 清朝の 末期であった のです。 明治 三十 ^ 年頃 卽ち團 匪 事件の 後であります。 EM 匪 事件は 白人が 
支那人を职迫して横暴を極めたので我々黄色人はこの毛唐人 |: 追ひ拂はなくてはならぬと云ふ拟因の下から惹起した車件で 
あるが日本人迄も遂に白人の仲間人0して了つたのであるがこの時ロ人が支那に加へた尥害侮辱と云ふものは » に言訝に絕 
する もので あつた 。全く 人頌に ある まじき ことを やった ので ある。 この 時日 本の 兵は 坐視す るに 忍びず 之を 保護 せんと 立つ 
たので ある。 之が 支那 人に 好感を 與へ 親しむべき は：：！ 本人で ある。 n 本を 除いては 吾々 の f はない • n 支 提携は この 時に 
起つたのであります。この時代は价も光辂帝の時で養母の西太后が女王の如き槻成 |: 以て支那を統治して焐ったのである。 

之の翌年西太后は支那を强大にする方法を叫百餘州の民に質し»面 |: 以て献白させた當時武：11:には强之洞が居り、南京に 
は 劉坤 . 濟南に は克世 凱が 居つ た。 支那を 強く する には 日本を 手本に せよ ゴ支は 同文 同 極の 阐で ある ゴ本を 基本に せよ* 
按範 を：！ 一本に 取れと 云 ふ說を 劉坤 一よ h 袁世龃 の 手を 經て西 太后の 赞成 を 得る に 到っ た 以後 支那は 留學 生を 日本に S り 束 京 
にはニ萬人も焐つた。又日本からも支那に招聘せられて行つた人が五西五十人もあった。世の中に最も大切なものは機會を 
把握す る ことで ある •阑家 も 亦 然り である この 機 金を 取る ことが 政治 法の 手腕で ある* 口 本は 露 西亞に 大勝して 念に WW が 
傲馒球大になつて來て支那人を親切に指導せ十却つて之を侮辱した。之が支那靑年を非常に失望させしめた . 0 日本は 0- ©す 
ることの出來ぬ國である’と思はせた。又日本から支那に渡つて居る人 > は帝大*髙師.私大と相互に平閥を造て相中傷しあ 
つた。 彼は 下宿の 主人 だ 彼は 賂賂を 取つ た なぞと 攻擊 しあつた。 之は 全く 折角の 支那の 厚意に 背いて 了つ た譯 である) 

孫 逸 仙が 淸朝の 衰退した 時日 本に 来て 日本の 力に よりて $を大成して愛親覺羅氏を打《した*此の時の日本の内閣は西 
園寺公の時で私は當時淸朝方に味方して居った。私は或る時北京の我が公使館に行き伊集院彥吉に而食して、我々は日本の 



方針に從はなくてはならぬから日本の今後の方針を詰問した時に公使は日本に打電して十ニ時に關謎が決るからそれ迄待て 
と云ったが十ニ時になっても翌朝又翌々日になっても其確答を得ることが出來なかつた-結 ^ :1:本は無方針であつたのであ 
る。其れが事跹として革命に居る入は革命の方に應授し淸朝の方にも淸朝に«る人が後按した*而して闲方に人を送って所 
謂 11 85: 資藥を やって 居っ た、 第二 单 命に 於ても 第三 靠に 於ても 亦 然りで 今 n 迄 不得要領 無 方針 中： 袭で誤 * 化して 來た ので 
ある 0 

この中で最も厄介な闲車は常に日本は軍叫に對して»卄に陈拨して來た殊に寺內內閣の時に段錤瑀に對して西胶龜次郞を 
通して 貸した 二位 圆は 如何に 今日では 其の 利息で さへ も 取れない 冇槌ではなぃか*支那人から兑たロ本人感は要するに不親 
切な〇と云ふことになる、而してただ职に眾間を助けて橫松する不親切靠であると云ふ先入麻念がロ本に反感を持っ唯ー0 
基闪 となつ て 居る。 

私は彼等支那人の誤謬は何かと云ふことに關して過年の夏故田中竹相に僉ふて訊いてみた0現時の様に支那の敗れて居る 
原因は 一體何 かと 祥ね たが 何 相は 知らないと 云 ふた 而して 私に 其の 說明 を玟 したので 私は そこで 彼等の 誤謬は 要するに 孫 逸 
仙の 三民主義の 本 & を 南方の 靑年が 誤解して 居る のが 其の 圾大耵 因で ある 之の 解 說を中 上 ぐれば、 凡そ 國を 治む るには 理想 
主義の 方針が 必要で ある、 患 法の 條文で 阈 •か 治まる と 思 ふのは 法擧 生の 筲 葉で ある、 家 逢がなくても 家が 治まる のは 采風に 
依る からで ある。 國家も 共の 通りで 憲法 なぞは 政治の 運用で 其の上に 無形の ある ものが あって W が 平和に 治まって 行く ので 
ある。 孫 逸 仙の 三民主義に 就て 云へ ば 

第1の民族キ：義は外人の支那に對する壓迫を軀除して黄人杻のみの支那にせなくてはならぬと云ふのである*笫ニの民權 
主義は 君主 專制に 依らず 我々 は 平等の 權利の 下に 阈 を治めて行かなくてはならぬ。第三民生主義は製庠者の«造品の仲介を 




經—接 S ま、 醤 S 手に？ 樣に： くて なら s 之が 111 民鑫 Qf I る％ 之が ょくない？— •條文 や パ：, 
フレットに— 様な i?IQ で 一一ない 慕 的？ s で—。 人が^: it 成す 所以 Q も Q は 人間 相 瓦 QS やりで 
ある •之がなくて は ?| 萬人あるも一粒一粒の砂に過ぎない之を竪めてコンクリートの如き樣な用をなすセメントが卽ち思ひ 
やりで—。 之 Q 思 ひやり を 避に 說 明して みると 人間が 此 q 世に 生れる 時には 吃 度誠甚 つて 以て 生れて 來る S 誠は 天ょ 
り 授けられ たも Q で—、 故に 此 q 誠は 天？ t 而して 之 S が 人 fs れ て 居る こ— S て n 分 c 心— しくせ 
ょ此の誠或は心ばせ之が支那人には大切であるこの心を以て支那を绰いて行けば支那はょく沾まるそして强國となると云ふ 
ことを 故 田 中 11 明した f が—。 文が 上海に 於て 神社に？ f 泰磊が あつたが 共の S 忠 Q {十を 削 
餘 して 孝 Q みとな つて 居つ た-彼 iif 流して 云 ふには、 § 支那は 天皇な き 故に 忠が 不必要な りと して こ gf 削 除した 
ので— ふが 之 な— る忠と is 心で 急。 人 SH する S 心で— •之銮 S れて忠 となる。 忠は 
君 だけでは ない 親に 對 しても 忠で なくて はならない と 慨嘆せられ た。 

文明® の 要 索 阈民 Q 素 &;髮： 良で あると 云 含と が笫 一條 件で ある •祐 二は 數量が 多い と 云 ふ j 〇 とで ある 孫 文は こ、 に 
カを用ひたのである。此の四傯の民衆に誠卽ち誠を說いたのである0 

佛敎 にも 大？ 小乘 とが— •大 si と t か <:® に— 敎 へで t •小 S 功贽 依つ て 死 3 時 S に 引き取ら 
れ ると 云 t と S るが、 S にも 之の 大乘 的と 小乘 的と が t。 荽 のみ 主 f 小 5t 誠 Q 心泛 が卽 ち大乘 
で—、 蔣介石 も • S 錫 山 も 此の 大乘的 三 民 ホ- f 知らないで 小 乘的三 民主 f 振 软し て 居る。 斯の 如き 狀態 であるから 支 
那人は 禺琪に 渡つ て 日本人が 惡く 見ぇる ので ある。 昭和 三年の 張作綵 が 爆死した 時に 色々 に 取沙汰され た 之は 日本人が 犯し 
たもの か 露-西 亞人か 又 支那 南方の 靑 年が 犯した もの か 全く 不明で ある 私は あんな 巧妙な ととが ロ 本人に 出來 0 べき 勞の も 0 
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でない と 思 ふ •彼が 乘卓 して 居っ た 列車が 槻 W 填 や 他の 列車と 涑結拽 が 完全に あの 枝に 離れて 彼 だけの 列車が 影 も 形 もない 
様に 微塵に 粉碎 されて 了 ふな ぞと云 ふことは 外部に 居つ た ロ 本人に 到底 出來 得る ものでは ない •町 田少將 なぞが 遇然に 前 驛 
で下車する時の冗談が遇々的中したので日本人なんだと流首するのであるが取 « 無极である0張作霖が爆死後張寒只が東山 
省を治める榇になった時南方阈民政府との棰携を見合せろと林灌肋男をして容喙させた之があま0にも露骨であったから南 
方との 不和 不調が 益々 激烈に なつた ので ある® 孫 文の 大乗的 三 民主 莪の 精神を 以て 而 して 其の 時機を 見て 徐に 交涉 したなら 
圆 滿に解 決が 付いた と 思 ふ 之には 私も赞 成で ある。 

元來政治家の本分は事の機先を制して禺事を運用せなくてはならぬのであるが、日本の政洽家は民衆の背後に付いて行く 
から 益々 事を 紛糾 させて 了 ふので ある。 今日に 於て は 民衆の 運勖が 表 はれてから 一歩 後れて 之が 對策 を 講じょぅと する 〇 一 
骽今後の支那は何ぅなるか濟南事件なぞも支那人から云はせると日本が出兵したから却つて取件を班大にしあの慘たる琪件 
を 突 致させた ので ある。 责任は 日本に ありて 支那に あるので はない 又虑殺 された 日本人は 十數 人で あるのに 出兵の 爲めに 殺 
された 支那 人は ニ 千 何十 人で ある 日本が出兵したのは公明正大であるが後から支那兵を傷狡したのは日本人の落度である乂 
殺された日本人も饿め警戏線から出てはならぬと云ふて居ったのに聲戒線から敢て晚出して遂に狡されて了つたのである、 
殊に彼等の中には日本に歸れない質の惡い連屮も居た*朝蛘の女なぞを使って萍資をやった0又阿片なぞの國禁を犯して赛 
利を 貪っ て 居つ た 連中で あるから 諍弊があるかも知れないが自業向得と云はざるを得ない3併し乍ら最も因った問題は滿蒙 
との關係である、今の内に解決が付かなくては益々紛糾を苽ぬることになって了ふ。霈麥も、豆腐も綿花も趙も石炭も滿蒙 
問題が ^ 滿に 落洧 しなくて は杜 絕ぇて了ふことになる、そこで此の難問を解決するには西比利亞を解決するに限る。此の西 
此 利亞 さへ 何ん とか 解钬 がつ けば 日本 朝野の 士が最 も 烈しく 恐怖を 感じて 居る 赤化 運動 も 防止す る ことが 出來 るので ある.. 



赤 f 日本 Q 左 ■動 QW 中と syw 接な 關 係で 結ばれて 居る I 一本 S つて ニ S や IgQ 金は？ に 送金され る 
様な 仕掛が 出來て 居る。 陰謀が 結ばれて 居る ので ある。 との 運動の 走狗に なつて 居る 速 中には 某 大事の 敎授な ぞも居 る 殊に 
甚だしい のになる と 御前 講邡 の榮 * を拇 ふて 居る 大學 敎授も 居る 始末で ある。 

今日 本の 製產品 が 列® の豌乎 裡に 於て 堂々 と 他 國の 製產品 を ® 倒して 居る 理由は 何に 基づく かと 云へ ば 日本の 勞慟赁 金が 
安いから 從 つて 安 價に物 を 製 商す る ことが 出来 得る ので あるから 列國の 製產 品よりも より 多く 支那に 齊れ るので ある 0之を 
西洋式に 勞 ig 货金は 高くな つて 來 ると 其の 結果と して 製產品 が 髙悄 になる。 製 產品が 高く なれば 支那 人は 買は ぬ“ 従つ て ロ 
本の貿易は不振に落ち入ることは明々白々のことである。日本が五大强國として世界の活舞«に雄飛して居る所以のものは 
上に 一天 萬乘の 君が 其の 要と なりて 下 萬 民が 一致 協力して 其の 赤心を 吐露して 一心 不亂 に® くからで ある この 世 株 無比の S 
膀が 若し 赤化したなら 22 本は 根柢から 叫 離 滅裂に なり 世界一の 弱小 國 となつ て 了 ふので ある 〇 思想 # 祺は胳 代 内閣の よく ロ 
にす る 所で あるが、 今日に 到る も 何等 其の 實を上 げて ない。 之は 何故で あるか •卽ち 西 比 利亞を 等閑に 附 して 居る からで あ 
る。 西 比利亞 問題を 解決したなら 赤化 運動 も o 然 防止す る ことが 出来る。 否 赤化 運動 自 19 が 自然に 泊 诚 して 了 ふ •赤化 運動 
の 解決は 西 比利麗 f 解资 t 西 比利晶 題が 氷？ i 菜 盟も亦 Q 然に W 決して 了 ふ。 

曾て 孫 逸 仙が 革命 後：：： 本に 来訪した 時 山海 關 より 以西は 漢人の 居る 所 なれば 漢人 種の 自治に 任せ、 山海 關以 東は 日本の 自 
由に 任 か 言と 彼が 云つ たが 今日の 時？ §も 不可能な— で こんな 俊 略 主義な ことは 世人が 許さ g から 到 庭 だめで ある 
が、 要する 對支問 Q 露 QW 決 f し 5 何よ。 第一に 西 比利亞 iQW 決を 先にして 滿嚮 f 後 ys すに 越した こ 
とはない 滿蒙 問題が 解決せば こ Q 厄介な K 支 問 f 解決して 併^, て 支 f も K ? る ことになるので ある。 

三 九 
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我々 の 進路 (西 比 利亞を 通じ 赤化 VC 傅) 

陸軍 少將 多 K 宗之 

我が日本民族は長い問此の小さな岛に住居して居ったが今後も依然として此の小岛に住居して居るのかそれは迚も不可能 
で 人口で 浴れ て 了 ふ、 日本人の 使命は 何 かなすべき である 何ぅ しても 外に m なくて はならない、 大陸に 迆んで 行かなくて は 
ならない。 神武 天皇の 宣旨に も ある 通り 天 泉の 御 校 成を ft 界に 輝かさなくて はならぬ" 之が 日本人の 根本 稍 神で ある， 我* 
は 此の 精神を 理論で なく 之を 筲践窮 行せ なくて はならぬ “そこでロ本の阙を考へて見ると日本はぬが元である之までは衣食 
が十分に足りて居つたが農が次第に減少して之に反して人ロが榊加した。ロ本人の食料は今は外阈から來て ;«4 る、東京、大 
阪丨名古廑、神户、描筘等の商業地だけの人ロでも八 7| 萬からある。日本だけの食物では迚も足らぬ.例へば雞卵，牛肉、 
鹽も 他阈に 求め ft ? 節の 如き も メキシコから 補給して 居る * 若し 外國 から 封 餌され ると： n 本は 做 か 六ヶ月 分の 食料し かない、 
そこで どぅしても 大陸から 食料を 供給し なくて はならぬ。 又 日本は 漁 萊に 於て は 世界 ml の 阐であ る、 北海 逍、 西 比 利 亞浪 
岸は魚の«蚶である。故に我が國は之の北海道から海洲の利檷を »| 得しなくてはならぬ。又我が國はエ桊も盛んであるが、 
日本は 英國の 如く 工業が 盛んになっ たと 云っても §は葫民地を世界各地に領有して居る^從ってエ業も 1!;1 料が各殖技地ょ 
り來る。然るに日本は其の联料を外阈から求めて居る故に胛噴の爲め閉鎖されると忽ち衰退して各都市は »; 突から其の黑煙 
を 見る ことが 出來な くなる 0 であるから 戰爭で も あると 全く 工業は 停止して 了 ふこと になる。 

元來鹽は全科學エ桊の厫料であるが其の跟料の鹽の十五离斤の中五萬 ;|* は外國に求めて居る。又我が阕は人ロが年*增加 
する、 從って 就職難 生活難 物悄 騰贵 とな® 今日では 產兒 制限を 稱へる 様になっ た、 此の痄 兒制限 は 民族の 縮 少 1: 意味す る こ 




とになる、 民族が 縮 少して 國家が 盛んになつ た 例は ない* 戰 前 獨逸の 如きは アフリカに 癃んに 移民して 居っ たが 戰 後、 英 g 
が 獨 逸の 領土を 取つ たが 此の 獨逸 人を 統御す る ことが 出来ないで 居る。 昔から 民族が 縮 少して 阈が降 盛に なつた ことは 絕對 
にない、國防も食料がなくてはならぬ、此の食料は大陸から求めな<てはならぬ、大陸を阈防の笫ー戰にせなくてはならぬ、 
然らば 此の 大陸を 何 處に 得る か、 隣邦 支那 か 之には 日 支 親# が 必要で あるが* 昨今の 日支關 係は 迚も收 拾すべからざる もの 
ではないか。今日の如き關係になって來ると日本の經濟的の影響は頗る莊大である、之の弱味を突かれて益々支那から侮辱 
されて 居る 故に 日本は 支那 以外に 大陸を 求めなくて はならぬ 琪情 に 迫られて 居る。 

斯く考へて來ると西比利亞ょり外に之を求める處はない。印度は英國の領土である、故に之に手をつけることはだめであ 
る、 然るに 西 比 利亞は 日本が 簸も近 く® 接に 行ける 私は 不束に も 西 比 利亞は 欺 洲の西 比利亞 とのみ 考 へて 居た が、 之れ は亞 
細 亞の ものである" 亞細亞 の ものである 以上は 亞細亞 に 害になる 西 比 利： 亞で あっては ならぬ • n s ? の 難の 如き も 西 比 利 辟 •を 
通じて 日本に 危害を 加 へんと した* 赤化 宜俥の 如き も 西 比利亞 を經て 日本に 禍 5: 加 へんと して饵 る。 

歷史に微して見ても熊典を抑柩せんが爲に三韓を征伐したのである、 又 阿部 比 A 夫が $シ ハセを 征服した の も 之は 今の 西 
比 利 亜海 洲を 征伐した ので ある* 朝鮮の 如き も 合併して こそ 朝鮮が 平和に なつた ので ある、 西 比利亞 と U 本は 關係が 深い • 
西 比 利亞は 東洋の 爲めの 西 比 利 亜でなくて はならぬ •そこで 西 比 利亞に 就ての 硏究が 径大 の ^: 務で ある.. 

西 比 利亞の 自治 獨 立に 就て 

西比利亞獨立阁總裁 ク工 ー •モラ ーフス キー 

1九一七年十1月露國に於て共_は第ニ次|^を起し其の檩語として、此の地上に極樂世界を現出すべしと高唱しまし 
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た •而 して 何 ぞ圖ら む 此の檩 語の 下に 幾 百 箱の 生靈を 殺戮し、 趱厅萬 の 家族は 離散し 到る 處鰥夫 寡婦を 生じ •幾 西 萬の 孤 兒 
は街巷に彷拽し、都市にも村邑にも住なく、食もなく、寒と饑とに筘れたるもの亦た幾百典人なりしか、殆んど琢し難き程 
である、 叉 此の 標語の 下に 十數世 紀の間 に 漸く 築き 來つた 文化 も產業 も 悉く 破坊 しました • K に 全 琪西亞 を 擧げて 恰も 血の 
海に 化した かと 思は る、 程の 慘狀の 中に 共庳黛 は 遂に KW の政棰 を 篡奪 しました。 

彼等は 政檷を 篡奪 しました が 容易に 得意の 楣樂は 現出し ない •其の 理由と して 彼等の 描苜 する 所は 第一に 外阈の 帝 K 主我 
者が吾々の大業を妨げ、世界の資本主義者が一致して努働者の幸瞄を妨げ、第ニには所謂白系の » 徒等が手に兵器を撺ふて其 
の 周圍の 人民の 爲 なりと 稱し て共砟 黨に 逆襲した、 是が 極樂 出現の 妨码 であつ たと 言 ひます •國 内 ® 漸く 終 m し" 共淹黨 は 
捷利を 得 •由 系は 敗北して 支離滅裂と なり、 一部の ものは 止を 得ず 外阈に 通 逃し •遠く 故瑯を 離れて 他 國の悚 惘を 受け •江 
湖に 淪落の 身と なりました •そして 朵等 亡命者は 共産 黨の 起した る祖 W の 國 難を 如何にしても 解決した く唱へ ましたが 訴外 
國の多<が共砟热の政«を承認することにな1问黛に取つては有ゅる陣*が取拂はれたる事故へ"爱で豫て約束したる棰 
樂を實 現すべき 機僉が 到来した 譯で あります。 

偖て 「ソ ヴ H 1 ト J 政播 樹立の 後 忽ち 十數 年を 經 ましたが 其の 政较は 如何であります か •露 两亞 は if て 帝政 時代に あつて 
は歐羅 巴の 食糧 元締と も 謂 ふべき もので ありました が、 今は 自國 民す ら養 ふこと が 出来ず、 露阂絰 砟界の 某 調た る 農業は 卸 
极して目も當てられぬ姿となり、共砟黨は紙の上にもロの先にも農業の徇興と改善とを叫ぶも、實際は農業の途を妨げて退 
炎せしめたのであります、共€黨の主張する小規梭の自作は能く莫大の粒«を產すと云ふも、實は宵憲の壓边甚しくして却 
て 著し <蒌 縮し、 近く 「ソヴ H 1 ト」 政府の 主席 「ルィコフ」 は 遂に 苦しくな つて 本音を 吐き •共産 痛 强に 基いた 農政の 結 
果裹民をして全く稼軿を樂しむの意を失はしめ、作付面積は大に滅少したと言はしむる様になりました。 



製造 H 業 も 亦た 何等 Q 進？ 認められざる のみ.^ らず •證 よりも 却て 退步し •各 SQ 機 焚 の他の羅 综 使す るの 
みに して 修理 も 加へ ぬた め 自然に 甚しく 柄 •拟して能率低下し，生產品激狨のため國民の 0 常必需 ( 3. , , の要求は殆んど之を充た 
す ことが 出来な く、 去— て 臭 Q 財政は S 31 S しく、 益より 借人 f 出來 なく 今 n 茜 I く蜃の 有様 
てあ丨 ます 石 炎 及 其の 他の 練 衆 も M 然で あつて •非常に 卸 廢し或 ものは 全く 费 休して 居る もの もあります。 こんな 狀 態で 

至りました® に萏 には 無限の 森が あるに 拘 はらず、 今は 乞食 同然の 狀 瓶に 明 落した のであります •從 て苣 一般の 生 
活は 極端に 赛し •殊に 異様 忘ず fQ は共藏 が 誰よ t 先に 1 者に 葉を 與ふ べしと 約した が、 此の 益 者が 僅少 
の 給料で 酷使# られ 生活 言外に i — Q みなら 中、 篇 QiMQ ため 失譯が 激增し 殆んど 頻死 g 苦境に 在ります* 
それの みならず 共廣 連中が 雷を S す t とに なつて 以來 S 文化の 1 镁て 措て 却て 甚 しき 低下でありまして • 
高尙 なる ■品 Q 損 f れたる ことは 擧げて 言へ S であつ て、 而も 之が 補充は 一 つも 之な く • gf ては 人 も 許した る 如 
く 露固 の 文® •も 業 も 頗る 蠶 Qs § しました Q が、 今 Q 廷 Q 影 さへ も認む t とが 出來丢 SQ 文士 作家 乃至 美術 
家にして阈內に留りしものは異常の粑迫と窮窟とに攻められ幸に共の內の幾分は外國に诩逃して辛くも皤れ家を見出したも 
の— す、 從 て 共鋈 SQ 方面 Q 裂 的議ヵ QSQf 笤んど 一步も 誘？ し f が あ。 容ん。 iQ 大味 • 
共淹黨 Q 神と S ら れたフ r ご 答て 雷泛？ 「今 再 人に 何が 不足で— か 何も 不足— ふべき でない、 吾々 は 世 
界 何れの 政府 も 有せざる 大政 推を 振つ たので ある， 實に萏 人は 相 能で—、 唯 だ 米 だ 笤 生活を 常軌に f 得ざる のみで 
ある 導き 得ざる 所以は 能力 乏しく 文化な きが 故な り」 云々 と】 f 5 ひました 全く 其 言の 如く 共產黨 には 能力 もな く、 文化 もな 
いと W ふか 事？ あります、 然し 「レ -1 , ごは 一を 知て ニを 知らない ものであります、 卽ち gs 共 淹砉の 組？ は 誰に 
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向っても 能力 も 文化 も與へ 得ざる もので •此の 組 雄 そのものが 今日 共產專 制 政治の 釀成 したる 亂 W を粮齊 し 能は ぬ もので あ 
b ます、 そして 今は 全® 阏民が 阈家の 前途を 如何に 爲せば 可な りと 云 ふこと を 了解し、 共產 連中の 内で も •亦た 此の 了解 あ 
つて 自ら 先非 後悔を して 居る もの も 多々 あります。 

此の 戚脈 極る 露 阈を 如何にせば 艰 して洱 び 能^^ 齊し得 ら るべき かと 云 ふに、 何ょ o 先に 第一 沿に 共 ^ 制度を 撤嵌 して 其 
の 苒制ょ o 逸脫せ ねばならぬ ことで、 是は全 阈民の内覺であつて、又た共痄黨中にも之を思ふものがある位でありまして人 
人许な其の機の熟するを待つて居ります、殊に此の希望に燃へて店るものは西比利亞であります。 

偖て 西 比利迎 住民が 斯る 熱望を 有する ものは 逮く 以前から 相當 根柢 深き 理出が あります •元來 沔 比 利 亜 住 K は 久しき 以前 
から £| 由なる生活に值れ且っ物贤上に於ても何等缺<所もなく生活し來り、從て椏々精神上ょりも物質上からも歐露の居民 
とは 一種 特別の 民 性を馴 成し、 自由獨 立の 意志が 頗る 鞏 ¢1 でありまして、 十九 世紀の 中頃から して、 居 民 全般の 生存 條件菸 
M のた め自洽 的 聯邦に 改造すべし との 意向を 生じて、 阚來 日一日と 此の 風潮が 岛ま り， 又た 此の 信念が 著しく 强硬 とな® 居 
民元有の精カと强き執萧性ょりして自洽聯邦«現の驴備に人0、1九1八年には欺露の卷命に際し焐民鈇を手にして自治梆 
邦を 實现 したが •共庞 黨の 赤銜堪 のた め擊 破され て、 共の 政灌 に ^ し、 居 民は 今日まで 錾政 のた め 塗炭の 苦に 在る 次笫 であ 
o ます 

此の西比利亞の自治獨立に關しては恰も共の素質が眼前に横はって居ります、卽ち居拢は何れも能くー阈の阈民たるべき 
能カを有し、又た國家を維持するに足るべき天甯は全土を通し棰めて豐甯であつて、今日の人ロが十俏すると雖も尙ぼ05っ自 
給 自足は 十分で あり •加 之 地理 上ょり 視るも 默洲 各國が 阀 を鈦 して ゐる と间様 頗る 能く 適當 して 居ります、 惝し 夫れ 此際幸 
に西比利亞嫉視すべき共產黨の «8 伴を眈して獨立し得たりとすれば，共の勢は響の聲に應ずるが如く忽ち歟 3 の諸地に反響 



し 「► t . a シャ j S 國に ては 通例 之を 「ゥクラィナ」 と 稱 します) 「ベ a n シヤ」 高 加 索、 土 耳 機斯坦 の 如きは 西 比 利 亞の金 
起を 知る や、® に 干戈 美つ て 猛然と して 「5 „1」 政府に 反抗し 忽ち 自治 獨 立を 宣す •へ— 火を 防る よりも 明かに して， 
朵 等の 各地 方は 西 比 利亞と 均しく 過去 數 $已に 氣 勢充滿 して 居る のであります。 

w に £ 比 利亞質 a 共瞿 政！ as 制と 葚を塞 甘ん と 欲して 已に 一 齊に其 の 用意を 有し •何れ 習か此 S に 出 でん 
と 期して S 力— ひ •又た 已 に相當 S 力 若して 居ります が 然し 此— 岩— 成した— ちに して 從來甚 の 
事 愤が破 f れ たる 西 比 利 eiii 於て は 外部より ff して 精神 上に も 政治 上に も •亦た 經？ にも 多大 gs を 得ん こと 
を热望 致し—。 精 21 く 措く としましても 經？ S て I f 中せば .S 爾 以東 で 到る 處日前 
の物質丨一本の釘さへも容岛に得られざる大缺乏である故 01 に織物も金屬製品も之が供給の途を絕て.砂金* ^ *石炭のぬ 
き 重要 1 も 非常に i し て居| に— し、— する Q— が f . _ 4 政 笑め 甚 しく 聖 し Tf 故 独 
于 を 給し 農具を 與 へて 急に 其 Q 復興を 計る の 必要が あり •西 比 利® の 各 都 S 於て は •家屋の 修理は 勿論 •給水 •下 欠，？ 
等の 設備 も 亦た 悉< 之を 整理し 乃至 新 施設を 要する も Qf 之 f g 道縣道 乃至 鐵遊も 十 年 問 修理 甘ら れ ず、 填に 酷使し 
來っ たも S 故 SI— 外で あり、 最後 政治 機關£ する II す •へき も i なくなく 、要するに 全 西 比 利： 亞は歐 
f 等しく 共 達 政治 Q ため 出来る 丈 Q 破 f された も Q と 謂 ふべき であつ て 今日に 於て sf の 霧と しては 夫の 1 
しつ、 ある 「チヱ ルゥ 才 1 ネッ J と稱 する 留 紙幣の みに して- 而 かも S 鼓の もの 故* 网 内に 於ても 日に 月に— が较 落し， 
購買力は 現今 非常に 僅少の ものと なつて 枵 ります。 

斯る —2¢ 享 ilg i よ。 し 51外 S 1?— 以— り— •而 し孟 SI * 
利害 關 2 f f W 邦 (日本〕 よ <御仁與运|望 むと f で 1 、農 S 大 1 私に 物質 
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を 供給し 得られ、 市政を 改善し • 鑛 業を 輓囘 し、 農具 其の 他の 供給に 依りて それを 闾復し •乃至は 资 金を 適當の 條 件を 以て 
供給せられ ん ことを 懇願す る 次第であります。 西 比 利 亞の天 市は 無限と も 云 ふべき ® 富であります が •吾々 の 手元には 資金 
なく、 開發の 途も 立ちません から 資金と 同時に m 本の 優秀なる 技術を も 招來せ られん ことを 望みます* s lt: 日本の 資金は 何 
れの 方面に 於ても 有利なる 投資の 途は敢 へ 切れぬ 程 多く あ o ます。 

ロ本と西比利亞と0親善は西比利亞のためのみでなく亦た日本のため極めて冇益の琪は吾々の玆に喋 4» するまで4なく， 
日本は そのため 此斑に その エ 鶸品の廣大なる販路を換て、其の«其の他金屬製品は勿論 4 越したる雄維エ業品も亦た他の日 
用雜貨より窀氣用品の類に至るまで悉く好©の需耍を得ると同時に又た日本の各エ»に於ては之に要する原料品を西比利亞 
に 求むべく •且つ 日本の 爲めに 食料品の 一部 も 西 比 利 匪よ n 提供す る ことが 出来ます。 

日本と西比利亞との親#は斯る經濟關係の外棰束平和の均衡を保っ上に於て苽大の衮義 |: 有し延ぃては支那、|^及び滿 
洲 問題解決の ため 重要の 役目を 演ずる ものと 侑 じます。 是等は 唯 だに 地理 上の 關係 のみなら 中 W 家と して 親善 友交は 双互の 
連 餌た るべき 深 茜の 利害 關係で あ 〇ます。是の故に私は此の好き槻合に於て西比利亞の0治邋動に向て御间情を将せられ、 
西比利亜居住をして共產«の暴政ょり逸眈して、茈の生活に甦生せしめられむことを.甘國の諸君に只贅慇願致します。 



西 比 利 亜の 經濟 問題 
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西 比利亞 は ゥラル 山から 大平洋 まで 約 四千 里、 面積 千 二百 里， 千 三百 五十 萬 チ 方 キ a メ ー トルで 亞細亞 の 凡そ 四 分の 一を 
占め歐羅巴の1倍中、馱露のニ倍半、日本に比べると四十倍の*さを持つて居ります。それで人ロは僅にニ千五 |? »に足る 



か 足りない 位で 革命 以來 結婚 數が滅 少し 生育 も 5 から 現今 人 n sj 增 して 居ない だら ぅと 思れ ます。 然し ソヴ T ト 政府 
の 統計は 乎に 人れ る 事が _か しく 又た とへ 入 乎しても 信用す 衾が 出来ない から 確かな 所は 中し 上げられません。 さて 住民 
の 生活の 狀態で あ 〇ますが必卡しも西比利亞は胙や虎0與窟ではないのでありまして、交通機關も西比利亞鍅迸によつて貫 
通し、 チ 夕よりは 分れて 滿洲に 人り ハル •ニ S り •長 春 以南 本 QSS する 南滿洲 i で— S 葉 知の 通りで 
あ〇ます。そ0外の交通では水路によるもので黑龍江は河ロから八九里の間船が通じ、裼子 1£ を小さくした様な河でありま 
す O T A ガラ M から エニセィ河につ14く之はバィヵル湖から出て居〇ますが湖から河ロまで船行の便があ0ます.河は念流 
でない から 七 八 §か らニ千 g 位まで Q 裝航 行す 衾が W 來 それから 誤 山 S 平 給を虫ハ て 行— す、 霉は 大分 開® 
されて 居ります けれど ■其の 程度は まだ あまり 進んで ゐ るとは 云へ ない、 で 彼等の 住民の 生活を 雉 持す る庠 業は 何かと 云へ 
ば 北海道に よく 似て 笫 一 が 農業であります。 まだ 木の 生えて ゐる 林を 切 り問 いて 田畑を 作 り家を毡てるといつた風で-木の 
少ない 所が 早く 開拓せられ たとい ふ有樣 であります。 ザ パィ ヵル 洲は その 地方の* 要に 應ずる 丈の 生產が ない が黑龍 江 省は 
自給自足 Qi で それよ 〇 下れ I 滿 . yQ 朝篇 Q 方は— で 開けず、 食料 不足 S くは 滿洲か 4 人し ます、 日本から 輪 
入す る 事 もあります。 

第二は 林業で、 林業 株式 # 社が この 邊 (沿海 洲) にある が 中々 利益が 上らない 、昨年は 八十 九 萬圓 0 缺損で ありました。 
之は 勞働 者の 思想が 靠 以來惡 化して 働かないで 貧 金の みを 貪る からであります •然し 森林は 無限で 嘗て 私は 西 比利亞 線で 
旅行して ニ* 夜半 程の 間 森林 ばか b を 汽取の 窓から 眺めた 事が あります 0 

筑三 は鑛 業、 鐵山も あり 石炭 山 も 有ます、 T ル タィ 山脈 中の 钱銪は 六十 八 パ ー セント 以上の 燁分を 含んで 居りまして 非常 
に 有望であります が 開發は まだ 微々 たる ものであります。 石炭 坑は すぐ 近くに 澤 山あります から エ龙上 大 へん 便利で ありま 
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す。この鐵は全歎に供給しても ?1 年以上裱くだらぅといはれて居ります。柽诳にも錄«が多い、七十八パーセントの轶分を 
含んでゐるが然し全锨はアルタィの十分の一位であります、その他小さいのは所々に淨山ある、チタの附近には糍器の製达 
所 も あつて 農 且つ 其の 他 幼稚な H 常 必需品 位は 作つ て 居 h ます。 それから 砂金 丨金は 少ない が、 砂金は 至る所に 出ます。 一 
年の 産額 七千洱 此位、然しその他に澤山の盜金，使刖人の持つて逃げるのがあ0ます_それに從來の採集法が全<幼稚であ 
るから*之を改良したら、まだまだ蒞額は植ぇて今の倍額に速するは難かしい事ではないかと思ひます。銅は少ないから日 
本から 供給し なければ なりますまい •一括して 中し ますと 小 麥の輸 m 額 一仍圆 •林 鹿 も 三千洱 肋 乃至 五千禺 四の痒額を兑る 
革は 容崧 であり、 錄箱も 資本が！ R かで あれば 五 千离 1111 や 六 千！ ^四 位は わけなし に 取れます。 北 样太(南禅太 |! 本領の炭坑は 
僅かだが)の石炭は三千两圓位の產額があります。その外エニセィょり瞅露の邊まで牧畜業が盛んで、牛が多くバタは和名 
であります。 素以前までは歐洲への輸出が一億五六千洱阏もわりました、毛皮の輸出額もー千禺阅位で麻は何處にでも出 
來 まして ニ千萵 回から 三千洱 圓の產 額が あります。 栽培 法 等硏究 すれば まだまだ 有望であります。 

要するに 西 比 利亞の 全生產 額は 五 億を 中し ますが 漁業 (一千 五 西禹 圆位の 產舫) は微 4r たる ものであります からこの 中に 
入れません、 西 比 利亞の 經濟 はかくの 如くであります •之を 利用し ない のはぅ そです •铵 道が 豆滿沈 からのび て 行け ぱ 全く 
日本と陸つ泛きになつてしまふのであゎますから賭君の注目を舫ひたいと思ひます。 

n シヤは 凡ての 工業が 國營だ から 物質が 不足し、 一例を 上げる と一ヤ ール试拾錢位の进紗が赍卯もしてゐてそれで需耍に 
應じ きれないと いふ 有様です。 だから 之が 自治 H に でもな つたら 將來 日本の 大 市場になる わけです。 

厶 世界の 日本 



神は 幽界 W 於て 間斷 なく 活 g 作用して 地球 Q 蠢 進化を 計りで あると 同時に •置 方面 Qg, 想 化は 人頌 に委 宅せ り。 奥 
言 すれば 神 Q 計畫は 地球 Q 理想化に して、 置 Q 理想化 a 人類 S 命な り。 故に 產 S! 相 通じ •神人 a 相 離る 可から ざるを 
原則と す。 己に 宇宙の 力を 認めた る 吾人は、 目に 見えざる を 以て 神な しと 曾 ふ 可から ず 〇 神なる 力を 離れて 寸時 も 存在し 能 
はざる 吾人は 神を 認め、 神 Q 理想は 人類 Q 幸 糊に あ i 知り、 其 QS は 統一に 因りて 得らる •へく • S 統一は 大 中心の 
下に行はるべきものなることを覺り、此の大事業が商御座に在ます天皇なる世界大中心に依つて完成せらる可きこと 5: 期す 
べし •是れ 神 S 企劃に して、 又 人類 Q 理想たら ざる 可から ず。 而 して 之を 晋 する 极據 として •神 謀りに 因つ て、 世— 隹 
だ 一つ f 一系の 天皇の 下 USB 本 i? られ、 mli 的 1 現す 衾 1 f れ たり •而 して 此 Qm 本を し 
て 世 株 的 使命 鑫 さしむ. へく •先づ S 翕 Q 關 f 保持 V しめ 且つ iH3C 大道た る泰 仁瞥 本と した K* 證 S 晶 たる、 
大和民族の 精神を 傅統 的に 發輝 せしめたり。 換 f れば 日本は 神 課 りに 依つ て 天皇なる 一大 中心の 下に 鋈 せられし 神國に 
して、 其の 國民は 世桦を 神化すべき 大使 命を 媒す ベく 祖先 以来 天皇の 髙御 座に 仕へ 來た りし 神國 K なり，， 故に 日本人は 其の 
國家を謎り*國艏を擁護するのみにては使命を盡し得たるものに非ず、此の國家を出發點とし，稂柢として、世枞人類を此 
Q 一大 中心に 歸依 せしめ •成の 平和 幸 蝴の 境に 導きて、 救濟 する 大裏 業を 完成すべき 使命を 有する ことを 免らざる 可から ず。 
斯く 我が in 本 if 理想化す •へき 世界 神化 S 描 地— が 故、 神祐 神助は 穿 吾れ に 在つ s<、 I 齧？ なり 
て 現 はれた 0。 

敬み て 惟 ふに 天 之 御中 主大神 と稱へ 奉る 神 强は 、宇宙 大 中心な り、 此の 大中心 の活勖 は 卽ち 天照大神と 稱へ 奉る 大御 力に し 
て •宇宙 稱 有は 細て その 支配を 受けつ、 あり 。此の 大御 力を 離れて は 何物 も 決して 存在す る 能は ず。 吾々 人類 も 此の 大御 力の 
結果に 因りて 生じ •且 存在す る 宇宙の 微分 子な り > 隨つて吾等人類は大神を離れて宇宙間に獨立し得べからざるのみならず丨 

四 九 




五0 

此大幹を荇等存在の根元、吾等が « 依すべき大中心として，絕對の信仰を捧げざる可からず。进れ迷岱に非ず、又宗 «: に非 
ず、 己れ を宇宙の大中心に合致し*歸依せしめて、安住 |: 求むるの道なり，又否人の本源に向つて感谢し、審の |^ 己 |: 認 
むる の 道な り。 

斯の如く’天照大神は日本のみの大神に非ずして’世界の大神なり^如來と吧へゴッドと稱し’其の甘を舆にするも’均 
く兑れ £の 大中 心なる 大 S IW して •共 活勖 は卽ち 天 照乂神 に 外なら ざるな ^'•是れ空想に非中。 -71- 人は須く大なる倌仰に 
活く べし、 宇宙には 吾人の 本源た る 天照大神なる 大鉀カ ある ことを * 战 して、 信仰を此に搾ぐると问時に、贝世梂に於ける 
動かざる 大中心 1: 求めて 吾等 人類 倍 仰の 中心とし •且つ 安定 保 陣を托せざる可からず、幽現は相通ずるを以て幽界に天照大 
神なる大中心を存すると共に*現界にも之れを映射せる大中心なかる可からず。 

凡そ 人類が 安定の 大中心 を 求め 得ざる fill は、 唯 S 己を 恃みて 自己に 賴 り、 0己を賴〇て自己を支持せんとし.9ら佃々を 
中心とする 結果、 個々 の 間に W 突を 生ずる は 免れざる 取な り， 此の 故に 現代人 頌は 、 ?1 己を 主 拥 とする 個々 の 衝突を 緩和せ 
ん爲に、各民族飪に集阁し、共の安史保陣を托すべく、人爲的に主宰者なる一中心を汶け、且つ櫃利筏務の交携に依て"社 
僉の抶 序を 維持し つ-あ 0。此の如く神を主髖とすべき人類が主體たるべき中心を求め得ずして、自己を出發黏とし*又主 
E とせる が 故に • 自ら诹の統ーを缺*-'互に4*主报乃東利寄を铒にして机髹衔突の .& むことなきは-宇 ?& の « 现に背ける 
當然の現象なるべし。然るに地球上唯だ我が日本のみは、纽阈の出»點が灭照大神なる神綵闯係に起闪し、且つ阚民は其保 
仰を此の宇苗大中心に « 依すると共に、其の厢*を论け阜孫を槠げる高御陡を*现槔に於ける中心として筢對の <.1 仰を搾げ、 
一 *れを+«とせ卡.中心を主«とせる吾れ、中心ょり分派せられし吾れとして"幾千年をー贷せる胳史を有することは神の 
企 刻に 合し 宇 班 ^ 理の丧 現せる ものなる ことは 特に 注 尨を 要す。 



附録 明治維新の 元勳 功臣 略傳 



岩 倉具視 

幼名は E 丸 • g 中納葛 川— i 二子な り、 出 Y 岩 ES2I 子と—。 天 保 九 年 十 SQ 時 元服し 5 stt 
る。 安政 四年從 g 位老 叙*! られ侍 f な， 0。 蠢 蠢 Ji して 篇 、 IgKis 式！ Eijg し 同志 q 人. 0管. # する 
所 t' —SHIIf K 行？ i 58 511 し蠢 18 王 sg— 茂に 
降 f 4ら れん 1 府 S 装？—、 K 及 b* 論 it し 5S れ—备 す も Q —露けんと す。 I 
S 以爲く • SQ 降 其 例な應 且？ 砦 §8< 所を 2S. 公武 富®? 擧げ 、天 Z 心の 分離 
を 防ぐ a 之に 如く も s なし. 芒く 斷然 之を 許す べし气 乃ち 關白九 條尙忠 KS- 尙忠又 具 故 6說§ し 遂に 降嫁の 允許 
1 f •乃ち 和离親 11 十 is 50 下 5。 & れ： &S* 一部® 人 
なりと 目し 潜 か ysf れ JSK 勒 gtfy- W 采 S る 洛外？ 村に 閉居す る f なれ 6。 然れど t 具 裳 心中 一日 も 
S— れ ず. 潜 かに 勤王 Q 有志と 交 藍 策す る 所— I 三年 三月 入洛す る t 許され？ 勒 勘を 敌 i。 fo 益-有 
志 t 共 (C 謀 り遂に 明治維新の 偉業を 扶翼 大成せ しむ- 

明： - 年 8!大 納 s 住 じ 正 二位 む。 B ： 年 外 jgg 右大 gjjj ； 任ぜられ、 特命 全 權 大使.^ な^. て 歎 米^ に® し. S 五 年® 
朝す 六年征 SQSK 及び 西 抑、 江 藤、 板坦 、後馨 Q 主 SS 8 J し， 斷然扯 f 不可と して 車 逢に 也む K 至りた ¢0 




七 年 一月 十 g 日— 1 に 於て •刺客 れ W ® す。 九 年® 一位に s . 3 in 大—萏 ふ。 

十 | 年大捏 K 5 I •士 ハ？ 竺十 Bf 3 て 李*— 辛 九。— 深 < E 惜し较 S 1 BKS 。 ニ 1 

して 太 政大— 一位を 財ら れ 、二十 五 n — を 以て 川 it る容 S — に f 。 同時に ilss — なる 

京都® 外審村 蜃 si 竿节 • UZ 

具 以— SIW し • 供 て 露して 光 叫 is 代 SS られ 5 久し < IKak 7. f 尝 
W 興し • — Qllt *. _ 霞 行 I て SSIISI しむ。 E 南 S 役 后し し J -? 
i 兵 恤 し、 又 3 女 K 命じ らし® 1 地 eiw す。 SU 本 i 靠 tsK し • S 1 SS 
1 く—, sf 尚 iv< 、而 して X 永久 这| す Ytlt 。 

板 垣 退 肋 

1 、幼名 f 助'— 知 f 板 1 成 ear 天 保 八 年 N 月 十七 卩 生る* 戍 S 役 ■征 東大— 該に 任じて 奥 s 
こ U - E し • 11 亂 平ぐ に 任じ、 ニ年谨 If な 0• f 3 丟 11 七 $■1 等 
■，共 こ E n g 、 て gli 所と ならず、 同志 袖. WW 45 U 下 >0。 S 年 副岛赁' 逢类 KKSK 会 Q 
建白—-, W — れられ S 朝し V 立— 立し T 大 Ka 由. klsstsl 七 八 年— 交 保 利 通 れ 5 び S に 
任じた る も f な < is し •喬社 14 ： て®.— K _ f sf 。 + f f if 大阪 Kf W せて 
1 公— 宜 f 。 1 Kast 锃 して 各地 Kllf s 。 1 迗て SQ 爲 s けられし が- 
11 。十— 1 郎 — Ka 洲—？ 1 S 、 I •力 — f I 。 17 年 1 S 功に 依 




り 筆 族に 列し 伯爵を 授けら る、 嵩！ $三 固？ れ f 遂に f れ ず。 二十 一二 年銮 iE-sf 組織し、 そ Q 鐾に 推される* 
後 保 藤 博 文と 提携して、 sg に 人り 内務 大 fl 。 幾 t 解す。！！ 一十一 一一 年大 と共に 醫 f 爲し •つい 
で 協力して 內閣を 紐 織し 内務 大 珥となる。黛人和せず遂に拯崎文部大©の後任問題に關し，大隈嫌理の處跹を撗系なりとし 
辭職を 奏請して 又 野に 下る。 之ょり 找もな く 意を 政界に 絶ち-麻ら 力を 社 # 改 玟事業に注ぐ〇退叻と苽信とは 0 に明治憲政 
の發達に與りて«もカぁる荠なり。 

江 藤 新 平 

肥 前の 國佐 KQ 人. す •世々 仕 セ 明治維新 运§に奔走 讓 して 功 おり、 後 文部 大輔 となり、 次で 
五 年 司法 卿に 住 ぜら る。 新 平 法典に 精通し， 司法に 住 じて 以來銳 意 法律の 制定に 腐心し •明治 三年 以來行 はれた る 新 律 a 領 
を改正して改定律令を發布するに至れり、铉で參議に任じ、六年征稱論の起るに及び西鄉隆盛等と其主張を共にし大に征韓 
の 可なる を ft も i に容 れられ S め に 情 け踅 下れ。。 翌七年 普す る や、 同縣 QS 等に 擁せられ 二月 
S 勇 等と 供 SS を 起して 袋 城に 據る 。是に 於て SQ 征？ る 所と なり ■篇 ぁらず、 新 平 肉ら そ の 抗す •へから 
ざるを 知り 衆に 侍げ て 日く、 吾 今鹿兒 岛 に 赴き 西郷降 盛に投じて救拔を ^: はんと欲すと0衆之を危み止むるも想かず鹿兒岛 
に 抵り隆 雄に 倚る。 廳 之を 拒む。 依て 已む なく g 國に 通れん とて 宇 和 愛？ 商 知に 祭 浦に 於て 遂に 縛に就く。 
次で 佐寶 に讓 せらる。 同年 四月 ニ十晉 、要 判じ 斬に？ られ簦 に §1。 大罢年 四 月宗 り、 麗を敌 され 特 
旨を 以て 正 四 位を 贈られた 

S 




佐 賀の 藩士. 幼名は ニ邱 •茶 海と 號す •文政 十一 年 九 H 生る。 ^ に 薄* に 入り •大隈 八藏 と共に 秀ネを 以て 稱せら る。 幕 
末 元 治 •慶應 年間 脫藩 して 交を 四方 勤王の 士に 訂 し、； で 大隈 等と 共に 大政奉還の 事に 镟 力し、 王政 後 古に 與 o 功 尠からず 丨 
元年 三月® されて 參與 となり、 制度祺 務 ^ 判琪に 任ず •一 1岡孝弟と共に创始の竹制々定に功冬し。翌年前取ー誠と共に耷議 
に住ず。四年五月荔永以來隈案たる枰太塊界刺定の使命を带びて芘阈に使す、當時の勅語ょく朝廷叙 5* のぁる所を窺ふべし。 
我 國魯阑 と壤土 姓 •近し 交誼 设焯 ふすべし 殊に 枰太地 方の 如きは 彼我 人民 雄 居 往来 各 其 利を 箝む 之を 保全す るの 道に 於て迓 
心を 盡さ r るべ けんや ft に 嘉永 五年稗帝全檷使節を派し經界を定めんことを狨す而れども互に事故ぁりて其議成ら卡豳後 
慶應 三年に 至 o 彼 得 堡に 於て 假りに 雜陆の 約を 結べり 股 箱に 方今 樺 太の 形狀を 察する に 言語 意 脈の 通ぜ ざるょ o 民心 疑 
惑 或は 爭隙を 生じ怨 籌を战 し 遂に 兩國交 誼の 際 懇親の 想を 失 ふに 至らん か娃經 林を 定む るの 最も 念 務に して獨 朕の 深く 
憂ふるのみならず魯帝も亦嘗て大に心を努せし所なり因て繭種ほに命じ委するに全檷を以てし往て經界を定むるを議せし 
む爾 種 ^ 其れ 拽 5t に 從ひ其 寧を 正し兩 國 人民を して 其 慶镅を 保たし め a つ 以て 公 誼の 茲 々摩く 永久渝 らざ らんこと を 赴 
朕が 深く 望む 所な り两 種臣皞 く斯 5* を 龅せょ 

種铒仍 て 外務 小丞 田邊太 一を 従へ， 露 領ボシ H y ト » に 赴く。 多く 得る 所な くして 鉍る 朝の 後 嫌く もな く 金 議を»し、 
改めて外務卿を拜す。種臣仍て露阈のァラスヵを北米に « 却せるに做ひ樺太を我に買收するの»を越つ。大蔵卿大隈重信之 
を茕 したれば、 翌五年 自ら® 國代现 公使 ピソ オフを 自邸に 招き これを 謀る。 事 稍* 成らん として 開拓 次 宵 黑 m 淸隆の 反射 起 
り、 啸議念 に 一變 して 遂に 千热樺 太 交 禊 說に 逆轉 す。 此年 祕魯の 商船 支那 货奴挤 饿琪 件に M し、 その 描® に 淀 泊 中 彼の 非理 



を输して変奴を其本阈に還さしむ0六年三月、畜«报族、珠球の溱民及小田縣氏を紉殺せる事仲につき、特命全權大使とし 
て淸一 I に 派逍せ ら る。 

種以淸國駐刑公侦柳肪前光を副として北京に至り、遂に生審地の消の版阏にぁらざるを確認せしめて歸る0於足征查の役 
ぁり S.IKS 議に 任じ •外務 菜 務闻總 裁 — ね 、 f なく 征 — 起り て S を W ぅする ものと 共に 野に 下る。 後 •後 
藤象次郞、板垣退助等と ^ 逛議院設立の姐 ^ を里して弈れられず、阔桟 # く政界に意を絕ち風月を友とす。九年种び支那に 
遊びて 山水の 勝を 探り、 李们と 詩 洒 « 逐して鹘交を溫む。十六年お命辭し難くして许內朽に川仕しー等侍講を龙ね、献较す 
る 所 頗る 多く • 信住殊に深し。前珥病を以て骸骨を請はんとするや、上侍はをして親捭を傅へしめてロく 
卿ハ议古ノ功 {5 ナルヲ以テ股今-1至テ辆其功ヲ忘レス故ー|卿ヲ (.? 講ノ職|1登 0 シ以テ股ノ德教ヲ栴ク褀アラントス然ルニ 
卿 力 f 随ス 焱淺 t _ K 遂未 タ其敎 J フ盡ハ K 比：：！ 來 g 病 5 在 テ 久ク€9 ク鄉 g ヲ齡シ テ 去 
テ 山林- 1 入ン トス 朕之ヲ 阳 テ 愕然 二堪へ K 卿 何ヲ以 テ此- 一至 ルヤ朕 道 ヲ 聞 キ學 ヲ勉 ム迓ニ 一年 ニ シテ止 マラン 將 ，一 畢生 ノ 
カ 7 翊サントス_亦{几ク朕ヲ誨へテ倦ム取勿ルへシ職ヲ辭シ山,ー入ル4,如キハ朕竹テ許サ、ル所ナリ更，1望ム時々誘說肷 
ヲ H ケテ吨 成 テ 遂ケシ メ 9 

と •天恩 § き 誰か 感激 廿 ざるを 得ん や。 されば 十八 年 十二べ 伊禁 新它 制に 依りて 第 5 Q ,2: 閣を爲 せんとす るに 當 
り 切に 入閣を 慫 妯したるも遂に出でず、十九年ニ=:宮中顢問に轉ずる迄*ょく君側に侍して啓沃の任に常れり。ニ十叫年 
松方內閣の選擧干渉善後策に闲むや懇諳せられて內務大臣となれるも &1 ょ0秫 |5 の本志に非ず、筏くもなく退いて樞密院に 
入り两 來 二十 年 •常に 樞府に 蹈れて 出で ず。 三十 八 年 一月 三十 j 口 七十 八玆を 以て 蕤ず 0朝廷勅使を下して^£を賜ふ。 




六 

大久保 利 通 

幼名は 利濟 、通稱 K 助 後一 賭と 改 む。 甲 東は 其 鱿 なり。 薩摩の 藩士 次 右衞 rl の 子 •天 保 元年を 以て 辟 兄 島に 生る。 幼ょり 
沈毅其 言 長ず るに 及んで §魁偉.人望みてこれを長怖す。西鄉吉之助、大山格之輔等と互に相往來して交饅も深し、後隅 
元 其に 隨つて 佛密を 講じ、 坐 脚 三年 大いに ^ 得する所あり、藩主賢明にして銳意治を阏る0甲柬窈にト '# して榷以を斥け费 
敝を 開かん ことを 論す •言 甚だ 剴切な り。 降 盛と 共に 用 ひられて 徒 目 付と なり、 將に爲 す あらんと する に pi み齊彬 益 じ •久 
光 入 D て嗣 忠義を 輔佐す るに 及び、 權 饵洱び用ひられ、降礎讒せらる。夂光齊彬の志を描ぎ文武を治め經世志す"屮朿屢. 
その 近侍に 托して 時務を 論じ 遂に 糊で V 小钠 P に 舉げ られ粜 進して 側役と なる。 乃ち 說いて 降 盛を 召還し 共に 藩の 稱 W に與 
る a 

時に葙府外國と 5: 市貿易を開き、四方有志の士連りに攘夷を吧へてこれを論難し，ー代の風潮外人を |)2 ること禽职の如し， 
爱を 以て 遂に 生麥 0變あり、英公使之が處©を求むる事茌だ念*闪りて幕府薙藩に命じて爲に值金を容れしめんとす。時に 
隆盛は京都に、甲柬は京攝の問に奔走す。乃ち1吉井宰輔(友«)と共に大阪に至る。箱府の元老之に面して速に位金 |: 英 
人に 容れ 以て 斟を隈 便に 計るべき を 論す。 利 通 佯りて 耳 聾せる 爲め 、驚き 問ぅて 口 く* 幕府 將に藤 藩を 討たん とする か。 吾 
藩 旣に 用意 あり •謎で 之を 迎へん と。 元老 冉三 之を ^ ずれ ども 利 通 聞かざる 爲め 、遂に 逆上を 辭 として a き 出で、 价忪鉍 る • 
玆に 於て 藩主 命を 下して 邊海の 防備を 解に す。 

旣 にして 勒 151 •四方に 紛 起し* 衾 sf 蔑す。 利 通 內 f 受けて 京師 S で， 公武 旋 し、 
一致して 以て 攘夷の 俾動を 成さん とす。 幕府の 有司 闶循 にして 事を 難ん じ 朝廷の 公議 亦 勘 も すれば 肌 格す o 中 東 味ち 久光の 



意を 啣 み* 小 松 清廉 C 帶刀) 等と 東西 相應 じて 內は 謀議に 參じ 外は 志士に 交遊し、 死力を 盡 して 事に 從 ふ* 久光 o it 議 する 
所 多く 施行 せらる。 茲に於 て薩 藩の 威名： 大下に 震 ひ、 平 東の 聲 * 亦大に 顳は る。 麽應 三年 幕府の 洱び長州を时たんとし、諸 
藩に出兵を命ずるゃ、甲東主として征討の名なきを陳して之を拒む。旣にして征長の琪敗衂を重ね、幕府の權威全く去りて 
諸 藩 之を 重んずる なし、 茲に 於て 朝廷 大に雄 藩を 徴して fflsy を議せ んと す。 先 之 中東播-告倉具視の幽居を訪れて親交を訂 
し、相與に阈事を議し密に謀議を樹つ時に钤桑ニ髂蘇府の威を籍りて朝議を蔑如し公卿を凌辱す0久光之を ^ 正せんとし 111 
むな くん ぱ兵 力に 訴 へて 決せん とする 志 あり。 乃ち E - 柬 をして 長 藩に 至り、 盟約して 共に 事に 當 らんこと を 謀らし む。 中 東 
仍て國 に？ 蠢 して 窃に 長窆 f •毛 利 侯 父子 木戶孝 允矣 し、^ | 州 侯 亦 加 皆、 趸 課謎 盒じ てせ。 i の 兵 
旣に 大阪に 向つ て發 し、 朝廷 亦 g を 薩長 ニ 藩に 下して 箱 府を时 たし めんと す。 會 •土 佐の 山， 2: c f .4 、 その e 後藤 象 次郞を 
遣は して 大政 返上の 說を將 堪疫軎 に 慫慂 せし む 0 甲 東 亦 小 松 清廉と 共に 其 謎を 赞 す。 庚 客 その 說 を 容れて 遂に 政 權を筚 還す 0 
璲應三年十ニ月，朝廷斷然役古の大號令を發し、改革を決行するや、&鬼與0て最もカぁり*邸ち參與に住ぜらる0元年 
聖上 大阪に 行幸し、 遂に 車駕を 來京に 進めて 駐す 。传 5-^の發想する所に係る。旣にして木厂孝宂版籍奉退の議を起す、甲 
東大にこれを賛し、共に其議を土肥兩藩に想慫し，遂に郡縣の某を定む。ニ年七月參蒗に任じ，九赏货典砝千八 1 , 1 石を賜ひ 
從三位に敍す。利通上表して之を辭すれども聽されず.因て之を觔業從の赀途に献ず、&歲十ニパ朝廷亦利通を鹿兒岛に* 
木 戶を山 ロに 遣は す0 岛 泮侯病 を 以て 朝せ ず、 大參 事！ glw 隆盛 代つ て 上京す。 利 通仍 て木戶 、西郷 と共に 高 知に 赴き •大參 
事 板 垣 退 助を 伴 ひて 上京し、 遂に 瘀藩 挝縣の事を決行す。甲 1|1 隆盛と諶して 0 く.政の惡しき多頭に出づるにあり。宜しく 
ー人を推して首となし*相扶けて事を行ふべしと、囚て孝允を推す、固擗して受けず、又隆盛孝允を並べ住ぜんとす。共に 
諸す。 朝廷 卽ち 二人を 耷 議に 任じ、 甲 束耷議 を 褪めて 大麻 卿に 住ず。 




四年岩倉右府に副として孝允，博文等と共に歟米に使す。十一月八日を以て谋京を發し米阈に赴く。翌五年三月一度歸朝 
して 條約 改正の 事を砝 謀し •辱で 洱び米國に赴く。*よ0转く歐米を巡遊し、六年 11. 月孝允と共に先づ歸朝す。费畜閣征韓 
の議 起り て紛 々爲に 召還せられ たるな り。 平 束以爲 •方今の 念 務内洽 に 在 o 未だ 外 取に 及ぶ に逬ぁ ら中 と、 ^ 食 右 府 と共に 
共 不可を 極論し 孝 允、 博 文 亦 謎を 同ぅ す。 遂に 具 視と 共に 職を 擗せん ことを 請 ひ、 降 盛 以下 冠を 挂けて 去る に 及び 卽ち 出で 
て祺を 視 る。 

七 年 一月 江 藤 新 平、 ^ 義勇 等 佐贸に 叛 く、 & 取 C ら激發 する 所と Q し • 葙 ぅて E ら赴 きて 之を 錤す 。先 之 四 年 芬輓の 生蕃 
琉球の 漂 民を 殺し •六 年 又 小田縣 の 民を 幼 かして 財を 奪 ふ。 於 赴 又征条 の 論を ^ す" 旣に して 支那 政府は 征* の衹 fc 以て 不 
當と爲 し抗首 す。 八月 利 通 勅を 奉じて 全權辨 理 大使と な® 淸 0に赴く。勑鞒に |3 く 

『此 節淸國 使命の 讲は 不容祜 大任 苦 勞に候 へど も 素より 《{水の茁琪汝住に克ゆるを信ず{儿しく朕が软を骶し癍カぁるべ 

し』 

E- 束 嫌 理術 門に 至りて 談判を 開く。 掄辯數 次 決せず、 利 通 怒りて 將に 旗を 揞い て鉍 らんと す。 英公使 ゥ M1 ド衛 1*1 の囑に 
より其間に周旋し>終に五十萬兩を我に饥ふの議決す。十一月柬京に歸るや、都下の鉍尜飪に阈旗を祸げて利通の鉍朝を肤 
す。 天 寮 優 詔を 下して 其 功を 赏す 。日く 

汝利通 裏！ 8嵇地の擧ぁるや淸國と大に »; 脑を生ずるに方り辨现大臣の苽任 |: 奉じ往て -«; 祺 1: 理せしむ汝兑<朕が泞 ?: |13 し 

反« 辯 論 遂に 能く 國權を 全 ふし 交誼を 保存せ しむ是 I に 汝が誠 心を 遜し 透を 孰て 按ま ざるの 致す 所な り衍に 朕が 心を 安ず 

るの みならず ® に 兆庶 の慶鼷 たり 其 功大な りと S ふべ し 朕 深く 之を菘 尙す 

八 年大阨 薙會 の盟に より 木戸、 板坦等 參 猱 に 任ず、 0-^ 共に 大に 力を 內 治の 改善に 用 ゆ。 九 年 五月 主上 共 邸に 親® し 賜 ふ 



に 優紹 を 以てす (木戸に 賜 はれる 文と 同じ) 時人 以て 粲 g と爲 す。 十 年 天皇 京都に 行幸し 等いで 肥 麻の i る。 利 通 二月 t 以 
て 京に 赴— ら 征討 Q 事務— す。 旣 にして？ いで i す。 っいで 朝 i 思 役の 功 f に f 故に 利罡 及ばず. 別 
に佐 ?? 姦脚の琪に託して之を赏す。裔し屮東の苦衷を憐みてなり。 

汝利通 a に 佐贺縣 の暴 励 t や 速に 鎭靜 の 功を 奏し 祭灣 QS 任を 奉じ 淸 岡 に 赴き 克く其 事 备理し 兩网の 和平を 得たり 
朕 深く 其 動勞 を茲尙 す 仍て位 |級を進め茛前日授くる所の旭ロ大授章に年金七 5' 四十肋を附與す 
十一 年 五月 十四日 將に朝 せんとし 途に淸 水 ハ 介を 歷 .兇徒 あり 叩 粢を职 上に 刺す 〇 葆ず- 年 四十 九 0 兇 人 閼に 至つ て自 tr す。 
加 贺の人 S 1 郞、 HK 速 豪 等 六 人な り。？ 拖兒 ¢0 痛 人と 往来す* E - 柬政權 墓に し 土民を 抑嗯 する を 疑ひ遂に爱 に 及ぶ。 
天皇變を聞きて震悼し*天却懌ばざるもの敢日、翌日勅使を其邸に逍はし、右大臣ニ位を贈り幣 ^ を黝ふ。 

忠純 許®。 策邱業 平復 古。 公誠 奉 君。 焚 i 于—。 刚祭携 。外 時辣 動。 英明 i 。 內 S 功 a 之 皮。 i 柱 
石之臣。、茲聞溘亡。曷勝痛怵。仍§右大臣正ニ位。併肫金幣五千四。 

大木 喬住 

佐贸の 恶士權 五 左 術 門の 長子、 天 保 三年を 以 って 生る® 幼名 民 平 天性 沈_慕 を 執る 公平 慨密 幼ょり： 好み， 長ず る 
に 及んで 才繁 f 夙に 薄 中 si Q 人物と して兹 甘ら る。 徳川 S 末年 深 <時 取を 慨し • S 犁 等の 同志 
と共に 勤王 Q 大菅 犯へ S に 奔走す。 王政 維新 Q 初 召されて 3 に 任ぜられ 大股、 後_ と共に；^ 外 S 務周 裂と なる。 
幾く もな く 萊京府 知 歌 •菜 京 府大參 取を 兼ね • H 年 拭部大 軸に 轉 じ、 爾來義 、民 部、 司法、 文部、 敎部 等の 1 卿大 ほに 
歷任す •就中 司法 将に あって 新 律 制定、 法典 編苌 に與 0て功努多く、最も文政の砣立に功あ0。九尔贿本神風連の躲動及前 




尿 一誠の 亂ぁ り、 痛 任命を 奉じ •九州 臨時 栽 判 所に 於て 阈 眾犯雅 者を 赛判 處斷 す。 後 元老院 議長 椹密院 議長 等に 紫 進し、 十 
七 年 動 功に 依り 伯爵を 授けられ、 十八 年從 二位に 叙す* 三十 ニ 年 九 n 病んで 费ず 。年 六十 八。 

大隈重 信 

幼名 八 蔵 佐賀藩 士大隈 莆保の男。天保九年ニ月を以て生る。幼にして藩费弘逍館に經害を學び，後轉じて蔺平を修め又 « 
畢を 蒼海の 兄 枝吉至 助に 受 く。 修學敕 年の 後擧げ られて «學获の敎授となる。當時藩黉に新舊のニ派ぁり"逋信は大木民平丨 
江 藤 新 平等と 共に 新派に 描し •犬に 舊弊 打破 •藩 政 改革* 兵制 革新を 企てた る も 薄 吏の 容 る \所 となら や 傲に 商業 策の み 用 
ゐられ て 長 崎に 商館を 設立ず。 後 自ら 長 崎に 出で、 英人 フルべ ツキに 英箏 並に 數學を 拱ぶ。 敢擁の 海内に 喑噪 する や • 
副岛種 饵等と共に大政復古の大雜を唱へ、脫藩して朿阪の地に奔走す。旣にして藩吏の捉ふる所となり謹愼を命ぜらる" 

元年正月擷でられて九州鎭撫總督副參謀とな〇珣もなく莰與に任ぜられ外國穴副知斟を皱ぬ。時に«金交換問0起り各國 
公使頻りに其處分を迫る。重信乃ち舍計竹御用掛となり之が處分に巩りて功ぁり。ニ年春舍計育副知事に任じ，後外阈事務 
局 判事た り。 常時 耶蘇 敎 禁止 問題に 關し •英國 公使 パ ー クスに 面して 遂に 各 國の 干渉を 担 fe す。 兩來神 祗時務 M 抑 州 係耷議 
大瓶 大輔 等に 歷 任し、 此間 大阪造 幣局の 创立に 奥り •又 エ 部大輔 fp 藤 博 文 等と 謀りて 鏺 mm 信の 創設に 盡 力す。 朝廷 その 功 
を笪して勅語並に劎ーロを賜ふ。六年井上大藏大輔の文部司法ニ卿と意兑合はずして職を去るや*筑信卽ち大藏琳務總裁を 
命ぜられ、 始めて 歲計设 箅 表を 作りて 之 ?: 公表す。 S 年 征裹 の師 起る や、 蕃地 事務 屈 細 裁を 命ぜられ， 功に 依り 又 勅語を 賜 ふ。 

典に 臺 灣 の舉 ぁる や汝 m 信琪務 長官の 任を 盡しロ 夜 明勉 能く 之を總 理す朕 其 功勞を 嘉 す。 

十 年大藏 卿に 進む。 翌年 車駕そ の 第に © み 一家に 拜謁を 賜 ふ。 此年 八月 竹 描の 兵士 異動を 起し その 襲 擊を受 く。 蓋 西南© 



役 後 兵士の 給料 削減を 行へ るに 因せ るな り。 十三 年專任 耷議 となり、 擇で 內閣に 分科を 設 くるに 當 り、 # 計 及 外務の 兩 科を 
锥常す 。翌年 開拓 使 宵 有 物 拂下 事件 及阈會 速 開 琪件に 關して 薩長 閣僚の 速 盟棑擊 を 受け •遂に 職を 辭 して 野に 下る。 河 野敛 
鎌 •前 岛密 、矢 野 文 雄 以下 共に 職を 辭 する 者 弗 だ 冬し。 卽 これ 等の 同志と 共に 改進 裹を 紐織して總理となり’凡つ平稻田に 
專 E 學抆 を 設立す。 

ニ十年華族に列し伯爵を授けられ正三位に敍す。翌年存黑3の元老內聞に入りて外務大臣となり、井上の失敗して中止し 
たる條約改正の裏に從ひ、ニ十ニ年締結の琪漸く成らんとして世淪沸雎しこれが中止を唱ふるもの茌だ多し。重信亦形勢の 
不可なる を 見 十月 遂に これを 中止す。 此日 開議 ょりの 歸途兜 徒に 耍擊 せられて 隻脚を 失 ふ。 十二：：；： 職を 辭 す。 二十 九 年 S 再 
び外務大臣に住じ幾くもなく職を辭す。翌ハ牛板树：の自由铱を紐織し*三十一年入りて憲政黨內閣を糾織す。蓋我國政黨内閣 
の哦 矢と して 人目を 新に する 取 頗る 大 なりし も、 久しから ずして 兩黛の 聯合 破れ 十一月 瓦解す。 天皇 勅して 特に 大臣の 禮遇 
を 賜 ふ。 爾来 野に あり 憲政 本 痛 總理 として 專 ら政联 の 指揮に 詖し 、ついで 之を 去る や •早 梢 田大舉 總长 として 育英を 事と す 
る傍ら，國民の政治的敎育と外客に對する日本の辯護とに意を用ひその功頗る大なり。大正三年政變に際し推されて科び內 
閣を糾織し同五年辭職す。抟大動位 |: 授けらる。大正六年病を以て益ず。時に年八十七。 

木戸 孝 允 

本姓は 和 田 小字は 小 五郎、 幼時 桂 氏に 菝はれ た 桂 小五邱 と稱 す、 松 菊は 共の 躭 •山 ロ 藩士な り。 叼藩 士吉田 松 蔭に 兄事し* 
後汴戶に遊びて刼を焙藤彌九郞に學び*精カ群を起ゆ。陇く諸藩の名士と交はりて略海外の事情に通じ*憂阈慷槪の志氣を 
碎勵 す。 その國 老に妒 じて 藩 政に 與る比 及び •藩主の 命に ょり 改めて 木戶準 一郎と 號 す。 




ニ 一 

尊捸の論天下に嚣しきに當り、松菊出でゝ京師に遊び、廣く有爲の公卿と交は*又諸藩の識荠と遊びて竊に天下の志を懍 
く。 幾 もな く 5- 子の 變 ぁり、 京師に 於け る 長 人の 勢 全く 地に 哦 つ。 松 菊獨 o 京師を 去る に 忍びず •物色 愈 •急なる に 及んで 
逃れて 丹 波に 奔 る。 

偶 •長 藩の 斑 論 黛 俗羝を 倒して 藜 府に對 する に 常り •藩主 松 如を «して大監察に任ず。杓菊乃ち村 |1| 藏六を擢でゝ兵制を 
洋式に定めしめ、大に藩政を整理して脒<各藩の名士と計る。土佐の坂本能码铒に薩长の^^を歎き，旣に薩の西鄱大久保 
を說き 又來 つて 松 菊を 說く 。藩主 遂に 束 師の薛 邸に 赴き 謀らし む。 於是賭 狡の 調和 全く 成る。 

復古の業成るに及び*元年正月松菊岱されて參與となり、總裁 ;.5 啪問とな0、薩の大久保と並び立つ。此時に常り松菊 « 
に以爲、列藩割據今 « の如くんば維新の名ぁりて«值しく.天下の祺党に爲すべからずと。乃ち請ぅて藩に筠り，藩主に說 
くに 立し く 藩箝 を举 ia し •役 古を して 名® 全から しめざる ベから ざるを 以てす。 藩主 これを 可な りと し， 時に 隨つて 之 を斷 
ずるを 許す。 松 菊 感泣して 拜辭 す。 元年 九月 松_轵 の 束 幸に 陪 して 東京に 至り、 大久保 利 通と 一 n 天下の 大勢を 論じ-因 
て說くに版«奉還の急を以てす。利通亦大いに之を赞す。土肥のニ藩亦封4^通の»ぁり、明沽ニ年正月藩«土肥の四落遂 
に 版 箱 奉還を 請 ひ • 爾餘の諸藩亦冉これに做ひて釗據の軲爱に改ま〇、維新の大業初めて其«を全ぅするを得た0。而して 
これが 剠意荞 は ® に 孝 允な りき。 

ニ年七月參與を解いて待詔院舉士に任じ-尋で九月詔して維新の功はを打す^松賽典祿千八百石を賜ひ’從三位に敍す。 
三 _考議に住じ，四年十1月大久保と共に岩介具視に從つて瞅米に遊び，具さに制度文物を視て六年五月乂甲東と共に先 
づ歸 朝す。 巡遊 屮の觀 察に 基き て 大いに 內 政を胳 理せん とし •企 割す る 所 冬 か o しも、 偶 •征较 输の 破裂に ょりて 夺 閣に 一 
大動推 ぁり 果さず 、七 年 一月 文部 卿を 兼ね ニ月枰 K の亂 起り •內務 卿 大久保 利 通 出で ゝ征 する に 及び •又 內務卿 を 兼 攝 す。 



亂罷んで幾もなく又征臺の議起る0孝允これを非とし、 » 遂に合はず病を以て官を辭し鄆里に歸臥す。當時聿允の太政大臣 
實 美に 上れる 章に 日く、 siQ 蠢 るに 及び、 S で 下問に S し、 政府 Q _ 用兵 Q 方略 响 な％ ら尝 し— 得 ざ 
るを論ず.已にして征韓の議を止め、新に内務将を興し、天下をして顧然朝旨のある所を知らしむ、不幸にして九州の變起 
り、 干戈 俄に 邦內に 動く、 楚亦 ^:の論の共_を成すものなり、變亂忮に定まりて未だ幾日ならず、奋_の事又起る*夫固 
威を 海外に 張り、 版 岡を 異域に W く •國 人の 情に 於て 3 !5;之を萬ばざらんや、臣捕弱なりと雖も快をー身の上に取らば亦將に 
皴聳の 下に 踊踫 し、 砲 石の 問に 蒋迅 せんとす。 誠に 思 ふ 政府の 務 一: 人心ょ® 起る 。而て 本末 內外 の辨 あり 緩急 先 後の 序 あり、 
今 國內 三千离 の 人 民、未だ大に政府の保 !$ を蒙らず、滎味负疵の人椭利を持するを得ず、國の阈たる未だ知るべからず0(中 
略)斯の如くして底也する所なく杓外找念の序益-亂るれば、天下の心將に渙然解散せんとす。臣莨に恐る朝廷の憂たる者、 
唯外藩の民绕场を被る如きに止らざる也と。松菊内の治を主とずる征韓論以來曾て易らざるを見るべし0征蛋の車局を結ぶ 
に 及び、 大久 保大に 內治に 力を 用ゐん とし • 0藤博文をして山ロに就いて木戶を起たしむ。於是七年十ニ月の大阪 # 議とな 
り、翌年ー月松菊板垣と共に洱び鸯議に吒じ、领ての宿志に基いて元老院、大審院を設け、又地方長 11' 含議を開いて自らそ 
の議長となる。先之侵詔松菊に下る。 0 く 

前日 來朕 M •汝に 歸 京を 命ず 汝病の 不痣を 以て懇 々之を 辭し夙 共 職を 解かん ことを 請 ふと 雔今や 闽家の 要務 親く 汝 に挢 
詾せんと欲する者多し朕切に汝のカ疾して歸京せんことを望む乃ち特に束久世侍從長を遣し朕が泞を狳さしむ汝其之を« 
せょ 

九 月朝鮮の黎徒我が軍腔を砲琛するあり問罪の議起る。松菊自ら專に當らんと蒱へるも病篤くして朵さず*朝鮮事件 ^ を 
結ぶ に 及び •九 年 三月 令 議を辭 して 内 g 顧問と なり、 宮內雀 出仕を 兼ね •君側に 侍して 献赞 する 所 多し 〇 此年 四月 天皇 親し 
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一四 

く孝允の笫に幸し，特に勅語を賜ふ。 

汝孝允 維新の 始ょ り國事 に鞅萃 し 今や 幸に 平安に 思す 之 汝等 輔翼の 功に 因る 所な り 朕 赴に 親 ^ し 倍に 歡を 斑す を欣 •ふ 
六月 車駕に 培して 束 北を 巡遊し f に 民の 疾苦を 辟ね て以 聞す る 所 多く、 又 中央 集權 の餘齡 著し 1 职 、抱に 立 想 代議の 
制を 樹 つるの 必要を 感じた 十 年 ニ H 西南の 事 ^ 起る に 常り* 松 菊 又 陪従して 京都に 在り* 自ら ^ ぅて 征时の 任に 當 らん 
t 病の 故を 以て 許され - f 。 音 棠く扼 し" 天蠢 しく 其 Q 醤运ん で 慰問し 給 ふ。 二十 晉動 一等に 敍し 、二十 六日 
遂に？ 年 四十 四。 勅して 正 二位 备 り、® 年 孝 允の 殊功 息して 嗣 I 郞 を— に 列し、 尋い で t 年 侯爵を 授けら る。 
二十 ニ 年 is — や、 特 sf 棻 sf して 之を 吿 げしめ 給 ふ。 i 費吳 f 以て f 6— を 以てな 
り。 贈位の 勅 宜に 日く 

公誠 忠愛。 夙 仲 心于 皇室。 献矜 I 。 大繫 於邦揪 。赞 維新 之洪 瞬。 襄 中興 之 偉業。 功 全—。 有始 有終。 询—之 柱石。 
« 爲 U 朕 之哎肪 。兹 間溘 亡。 曷豚痛 悼。 因 贈 正 二位。 併 賜金 弊。 宜 

後藤 象 次郎 

幼名を 保？ 呼び、 S 知 f 助 盗 門正晴 S 男. 天 保 七 年 I 生る。 幼ょ 慕 落不 『好んで 齊备 む。 富 東 S 
師事し！ Sk > 成人 S あり。 交る 所 概年荽 にして 倩 焚と 伍す—？ ず、^^ 木 高 行と 常に 相往來 して 善し j 權 でられて 那 
奉行ょり 近習 目 付と なりし が、 文久 三年 辭して 江 戶に 上り •大 鳥圭 介の 門に 入りて 英學 を修 む。 居る こと 三年 歸 りて大 監察 
となり*藩の機務に參ず。後長崎商法係となりて該地に赴き、坂本骶馬に含し*鋇阑捵夷の國是を論じて深く結び、又西_ 
降盛と往來して、土薩の間を彌被し、闲政改革を約す。尊いで骶馬と共に大政奉通の議を容觉に勸め、更に幕府に建白せん 




と 欲して 歸 藩す。 容堂 乃ち 象 次郞 をして 蝠 岡 藤 次 等と 共に 大政奉還の 議を® し、 上京して ^ を^^に 致さし む。 象 次郞 閣老 
板 倉 伊賀 守に 面して 之を M し* 荨いで ニ條城 に ® 弃に謁 して 具に 天下の 大勢を 論じ-政 權返 上の 止むべからざる をカ說 す。 
慶喜 これを 可とす。 此の 年 十二月 參與職 に 任ぜられ •元年 外國 琪務係 兼總栽 細 問に 任ず？ 次で 大阪府 知 ^ に 任じ 四 年參議 に 
任じ •エ部 大 輔を皱 ね。 次で 左 院謀長 •左 院窜務 嫌 栽を 货攝 し、 六年征 ® 論の 起る や •論 乎 弈 れられ ず、 西 揶 、板 姐、 副 島 
等と 共に 冠を 挂けて 野に 下る。 これより 板坷 等と 謀って 代 迸 議院 設立の 意 M を 战 白し •又 蓬萊 社を 紐 雄して 專ら海 外貿崧 に 
從事す。八年元老院の近かる-と共に入りて議奵*副諶长となりしが*翌年之を辭して贤突に從ひ、又板埋等と-::1山黨を興 
し、 十五 年 共に 瞅洲に 遊ぶ。 二十 年 華族に 列し 伯爵を 授けら る C 此年大 閘圈結 5: 扪へて政論界に大飛既を試み、逖にニ十ニ 
年 三月 黑田 內閣に 入りて 遞信大 饵となる。これより山縣內閣、松方內閣、讲ニ伢藤内閣に列なり、ニ十七年宥 5 : 擗す、三十 
年 八月 病んで 珑ず •年 六十。 天皇 特に 侍 饵を 共 第に 遺は し、 勅 宜して 弔慰せ しむ。 

王政復古大義を痛綸し以て群疑を排し皇阈间天の偉業を汊资し以て阏赴を鞏くすね略機 11: に脉じ勖名時流に超ゆ今や适亡 

を聞く曷んぞ轮悼に勝へん玆に侍 15 を遣はし膊賜を面し以て弔慰せしむ 

三 條實美 

梨 堂と 躭す三 條實腐 の 子な り、 天 保 八 年 二月 京都に 生る。 茲永 ニ年從 五位 下に 叙し •安政.： 几 年從九 位 上に 住敍 し# 殿を 聽 
さる。文久ニ年從三位權中納言に累進す。此時に當り攘夷の阈論沸騰し、騷提益*甚だしきを加ふ。孜茇議贫使とな0、紹 
を奉じて江戶に至り摟夷の泞 |: 達す。三年朝廷親兵を©し«美を總飪となす。旣にして文久三年朝議俄然として1變するに 
至' 東久世 •三 條 西、 壬 生 •四 條 •錦 小路 •澤の 六 卿と 共に 逃れて 長 州に 走る。 所謂 これ 七 卿 落に して 實美 その 筆頭な り 
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1 六 

き。枉美夙に愛阈忠誠の情に宵み：干室の式微を慨し復古の囊烈なるものあ0、同志と共に長州三田尻に»居中、烙皇室 
を 想 ふの 念は 一 n も 去らず して 左の 詠 あり。 

大君は 如何に 在ます と 仰ぎ U れば 

高問の掰ぞ通こめたる 

長 州に 在る 三年 庚 勝 1 ニ 年に 至 大政を 奉 通す るに 及んで， 實芡 « されて 京都に M れ ば* 孝 明 天皇は 旣に崩 御 まし まし 
月輪 殿の 陴萵月 冷 かに 照す、 乃ち 詠 じて 日く 
悲しきや綺りて見れば月の輪の 

御影は¥<雲«れたる 

明治 元年 正月 副 總裁議 记職に 住 じ、 辱で 外國 窜務總 督を皱 ね 大納言に 任じ、 右 近衛 大将に W ず， 江戶に 下り 關來監 務 使と 
なる。 五月 右大 15 に 住じ_ 相 兼 八洲鎭 將た り® 同 三年 太 政大 饵に住ず、六年病を以て官を辭す、然れども優紹聽し給はず， 
九 年 動 一等 旭 n 大授宽 を 賜 ふ。 十一 年 孜動： ！總栽 |: 皱ね十ニ年 5! に修史館總栽を兼ぬ、十五年四月大動位に叙し、十七年公 
爵に 叙す、 十八 年内 開 組 雄の 刷新に 際して •太 政大铒 を 擗 し， 內 大臣に 住じ钵 で辭職 す。 十九 年 一月 動 勞を 貧せられ て 終身 
年金 五 千 g を 賜は る。 十二 年 十 W 假に 總理大 B を飨ね たる も 幾千 もな く擗 す。 二十 四 年 二月 十八 日 病 革 まる や、 聖駕 新しく 
共 病床に 臨鉀 あり 正 I 位に 叙せられ 同日逖 に 強 去す、 草 年 五十 五。 朝廷 « めに 朝を 菝 する 三日， 東京 苷羽 烊灯岡護 « 寺に國 
葬す。 賞美の 如きは 货に 誠忠 愛 W の 外、 私心な く 永く 明治維新の 元 動と して 仰がる • 

實美 また 和瞅 を锌 くす •左に 其 一二を 雔す 
年浪 を數 へて 見れば 諸手に も 



みつる 隅 旧の 秋の 夜の 月 
紅 葉ぱの 照す ゆ ふべ は玉鋅 の 

みちの くま さへ迪 らざ o けり 
水石契久(勅題) 

ことしょり 御池の 水 も 動きな き 

巖 と共に 幾 世す むらん 

西鄕 》 盛 

洱鹿 纪岛藩士。幼名は杏之帅市洲と躭す。资性朴訥剛 .© 奶断、藩+:汽种痛く之を愛し、近穴役となす。壯にして江11に遊 
び.水2.の藤 (|1 束湖の俊傑を |10 いて之と交はる。 ^ 湖その不世川の天才なるを既、之を飫山公に»めて共キ岛 ^ 公に腈はし 
む 。 ^ 維公辭して迆るを货ぜず^之ょり古之叻の名漩者の問に隆しひ菘永屮京都に人るや’勤に佾月照と交は^^近斯關 ^ 
の密泞を尜じて2^水戶に往來す。冈て月照と共に頗る碎府の ^ む所となり、逃れて陇摩に衂る0偶-藩 1 : 齊枨级じ久光、 
忠義を 擁して 立つ。 涨吏褅 府を渾 りて m む。 谠 に 相 抱いて 海に 投ず 。降 盛獨り 甦る。 時に 安 a 五 年 十 一月 望' 之ょり 名を 改 
めて 菊 池 源 再と 稱す 。物議 騷然た ^、辦史ハ ^ 之を惲りて乂大岛に流す“降盛尺 ^ に苡せらる^こと采に一ニ次仍て大岛三右 
衛門 と稱 す。 居る こと ニ 半、 久光 上京 阈 $を謀らんとし、隆盛を«し 13 して椹機に參せしむ。之ょ0获阪に汴來して龙策す 
る 所 多く* 殊に 薩長の 餌 憾を解 いて 竊に 幕府に 當 らんこと を ! a ひ •以て 丁 卯议古 の 某を W く • © 腺 ：ニ年十ニ月朝廷雄藩を« 
して 復古を ss す、 降 瘙 •利 通 等と 參进す る m 多し。 參與に 任 ず。 
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戊敁の莽钢廷桩柬人總妤府をして奴阈を征せしむ^隆珑大旁謀を拜し^進んで品川瞵に述す”三月十：一:::一幕府の海衹本行 
勝安芳、取騎卨綸に至りて隆盛に阎し、德 ||| 度典恭順の狀を述べて征討の師を伶めんことを說ふ。降盛槭池兵材讲艦を容れ、 
按苒水 /-* に退きて蹣饿すべきを條件として之を納れ，ー典をも沈戶域に人れしめざらんこと |: 從す。於赴幕府ニ百三十餘年 
來の竹都及に |« らずして之を朔廷に收むる |: 得たり"阐雄の交 « 雄詉に闪らずんばあらず。旣にして柬北を扯し悉く平ぐ。 
朝廷 將に降 盛を «議に 住 ぜんとす る も W 辭 して 受けず • m 然として 故山に 钿臥す。ニ年隆进の動穷を贳し祿 .. 千石を賜はる。 

三年十ー月朝廷勅使を下して毛利 ^ 津ニ公を召さしむ。岛津久光病 {: 以て入»するを枓ず降潘 |: して代り朝せしむ"利 
通と共に山ロに至り、又本允を拉して高知に赴き*板坷退助を伴ぅて京に人る。六2:孝允と共に令 » を拜し正：11位に敍し利 
通 退いて 大蕺卿 に 住ず •嫌く もな く ^ CT 大久 保、 木戶 以下齿 外遊す。 K 年 七月 陳眾元 帥を 被ね、 a 衛都桫 の 取 t t / ふ。 つ 
いで陸軍元帥に任じ、參»1龙ね遂に陸眾大將1:仟ぜらる。維新後尤帥大將に住ぜらるゝ者之を初とす。 2: れょ0狎親兵の 
緝制’廢 ;« 砬_の躕行、軍制の創宏，宵廷の改不等槪ね杵隆盛の成望に依りて成る。殊に » 廷改箪0功を般も偉な0と爲す。 
六 年 十月 征 @ 論 起る に 及び 議合は ず、 病と 稱 して 冠を 桂け • 洱び鹿 51* 岛に歸臥す。朝廷播-召せども就かず、降«に心 1 « 
くる ^ 疑 恨 £搖す。朝廷特に陸軍武贫に勑鎗して：1く 

沔 鄉正： ニ 位 «铽 に 付擗職 の 趣 あつて 班 85 近 想啊盖免し尤も大將如舊巾付 {9 た0元ょり闻{來柱石と依賴致すの窓に於て淪 

る ことなし 构 4 r 決して 疑念を 憤かず 赴 迄の 如く 職務を 勉勵せ ょ 

辟で 赏典祿 を擗 すれ ども 朝廷 許さず、 闪て之を以て梆甩に學抆を找け藩の子弟を敎竹す。十年ニ=:遂に私學抆の徒に|?せ 
られて 賊名を ft ひ、 九月 ニ 十四 =1流丸に常り倒れ、別府新助その竹 |: 斬0て土手に埋む。ニ十ニ年本{::を议せられ，辱いで 
三十 五 年 五 月隆锇常時の偉動を思召され、特に .0. » 太邾を華挨に列し，侯爵を授けらる" 




